
即
位
儀
礼
に
見
え
る
仏
舎
利
信
仰 

　
―
一
代
一
度
仏
舎
利
使
に
つ
い
て
―

大

原

眞

弓

は
じ
め
に

一
代
一
度
仏
舎
利
使
と
は
、
天
皇
即
位
に
際
し
て
伊
勢
を
除
き
宇
佐
・
石
清
水
以
下
全
国
の
各
名
社
に
仏
舎
利
使
を
派
遣
し
、
仏
舎
利
を

奉
納
す
る
即
位
儀
礼
で
あ
る
。
そ
の
対
象
と
な
る
名
社
は
、
五
畿
七
道
に
わ
た
り
ほ
ぼ
平
安
初
期
か
ら
鎌
倉
末
期
ま
で
約
三
七
〇
年
間
連
綿

と
仏
舎
利
奉
献
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
日
本
古
来
の
神
祇
信
仰
が
外
来
宗
教
の
仏
教
に
圧
倒
さ
れ
、
さ
ら
に
神
仏
習
合
と
い
う
形
に

融
合
さ
れ
、
次
第
に
密
教
色
に
染
ま
っ
て
い
く
と
い
う
変
容
の
時
代
で
も
あ
る
。
即
位
儀
礼
の
な
か
に
も
仏
教
的
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

そ
れ
が
一
代
一
度
仁
王
会
で
あ
り
、
一
代
一
度
仏
舎
利
使
で
あ
る
。

「
一
代
一
度
」
と
は
天
皇
の
即
位
時
に
限
っ
て
一
度
だ
け
行
わ
れ
る
全
国
規
模
の
儀
礼
を
い
う
。
神
事
と
し
て
一
代
一
度
大
奉
幣
ま
た

は
一
代
一
度
大
神
宝
・
一
代
一
度
大
祓
・
一
代
一
度
仏
舎
利
奉
献
、
仏
事
と
し
て
一
代
一
度
仁
王
会
が
挙
げ
ら
れ
る
。
但
し
、
大
嘗
会
・
八

十
島
祭
は
奈
良
時
代
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
根
幹
の
即
位
儀
礼
で
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
「
一
代
一
度
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
一
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代
一
度
」
と
称
さ
れ
る
の
は
平
安
初
期
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
儀
礼
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
し

た
い
と
思
う
。

即
位
儀
礼
と
仏
舎
利
信
仰
の
融
合
は
当
時
違
和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
か
。
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
、
仏
舎
利
奉
献
の
意

義
は
変
質
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
様
な
視
点
を
含
み
つ
つ
、
一
代
一
度
仏
舎
利
使
の
発
遣
状
況
・
始
源
・
終
焉
な
ど
そ
の
実
態
の
解
明
を

主
題
と
し
、
他
の
即
位
儀
礼
と
の
位
置
づ
け
を
探
っ
て
み
る
。

第
一
章　

仏
舎
利
と
そ
の
信
仰

仏
舎
利
信
仰
の
先
行
研
究
と
し
て
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
景
山
春
樹
氏
、
光
地
英
学
氏
、
河
田
貞
氏
、
橋
本
初
子
氏
、
細
川
涼
一
氏
、
阿

部
泰
郎
氏　

中
尾
尭
氏
、
田
中
貴
子
氏
な
ど（

（
（

が
あ
る
。
景
山
春
樹
氏
の
『
舎
利
信
仰
―
そ
の
研
究
と
史
料
』（
東
京
美
術　

1
9
8
6
（
は

舎
利
塔
の
美
術
史
的
な
面
に
主
眼
を
置
き
つ
つ
日
本
の
各
時
代
の
仏
舎
利
信
仰
の
在
り
方
を
包
括
的
に
論
じ
ら
れ
た
先
駆
的
な
論
文
と
い
え

る
。
ま
た
日
本
に
お
け
る
仏
舎
利
信
仰
を
総
論
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
小
野
坂
・
ル
パ
ー
ト
氏
の
著
書
「
舎
利
信
仰
と

贈
与
・
集
積
・
情
報
の
日
本
史
」（『
中
世
仏
教
の
展
開
と
そ
の
基
盤
』
今
井
雅
晴
編
。
大
蔵
出
版　

2
0
0
2
（
は
舎
利
の
多
面
性
や
各
時

代
の
流
布
の
様
子
を
緻
密
に
考
察
し
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
聖
遺
物
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
点
、
大
変
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、
一
代
一
度
仏
舎
利
使
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

釈
迦
の
入
滅
後
ほ
ど
な
く
、
そ
の
遺
骨
を
崇
拝
す
る
仏
舎
利
信
仰
が
生
ま
れ
た
。
仏
舎
利
（
釈
迦
の
遺
体
・
遺
骨
（
を
生
き
て
い
る
仏
陀

と
し
て
心
の
拠
り
所
に
し
、
信
仰
・
礼
拝
・
懺
悔
し
、
ま
た
そ
の
霊
験
の
恩
恵
に
浴
し
た
い
と
願
う
信
仰
で
あ
る
。
仏
教
東
漸
と
と
も
に
東

ア
ジ
ア
に
仏
舎
利
信
仰
も
広
が
り
、
特
に
中
国
で
発
展
し
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
・
日
本
に
伝
来
す
る
。
最
も
古
く
今
な
お
続
く
仏
教
信
仰
で
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あ
る
。
で
は
仏
舎
利
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
そ
の
神
秘
性
、
霊
験
に
つ
い
て
、
景
山
春
樹
氏
、
光
地
英
学
氏
以
下
先
学
の
論
考
を
も
と
に

述
べ
て
み
た
い
。

第
一
節　

仏
舎
利
・
舎
利
に
つ
い
て

「
舎
利
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
・
パ
ー
リ
語
のsárīra

（
シ
ャ
リ
ラ
（
の
音
写
で
「
設
利
羅
（
セ
ツ
リ
ラ
（」、「
室
利
羅
」
と
も
い
う
。

そ
の
意
味
は
骨
組
み
・
身
体
・
構
成
要
素
を
い
い
、
複
数
形sárīrani

に
な
る
と
仏
陀
・
聖
者
の
遺
骨
、
死
屍
を
指
す
。「
舎
利
」
と
同
義
語

に
「
駄
都
（
だ
ど
（」
が
あ
る
。
原
語
は
「
要
素
」
を
意
味
す
るdhātuh

（
ダ
ー
ト
ウ
（
で
、
複
数
形
のdhātuyo

に
な
る
と
、
荼
毘
さ
れ

た
遺
骨
ま
た
は
真
珠
を
い
う
。

釈
迦
入
滅
後
、
そ
の
遺
骨
は
八
国
に
分
配
さ
れ
、
各
国
で
遺
骨
を
納
め
た
供
養
塔
が
造
ら
れ
た
。
釈
迦
の
遺
骨
は
入
滅
後
の
釈
迦
の
実
在

を
確
信
さ
せ
、
供
養
塔
は
生
き
た
釈
迦
そ
の
も
の
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
仏
舎
利
塔
を
拠
点
と
す
る
信
仰
集
団
が
大
乗
仏
教
運
動
を
展
開
さ
せ

て
い
っ
た
。
ま
た
釈
迦
の
弟
子
た
ち
の
遺
骨
・
遺
品
な
ど
も
信
仰
の
対
象
と
な
り
、
釈
迦
の
遺
骨
（
仏
舎
利
（
は
次
第
に
神
秘
性
を
帯
び
る

よ
う
に
な
る
。

本
来
、「
舎
利
」
は
釈
迦
の
遺
骨
で
あ
る
が
、
そ
の
弟
子
や
菩
薩
、
羅
漢
の
中
で
も
自
力
で
悟
っ
た
縁
覚
（
音
写
で
辟
支
仏
・
独
覚
（
の

遺
骨
・
遺
品
も
含
む
よ
う
に
な
り
、
ま
た
釈
迦
の
荼
毘
の
際
、
火
に
入
れ
た
あ
と
焼
け
残
っ
た
宝
石
・
米
粒
な
ど
も
舎
利
と
同
等
に
扱
わ
れ

た
。
後
世
、
日
本
で
は
経
典
や
聖
句
・
陀
羅
尼
も
法
身
舎
利
・
法
偈
舎
利
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
舎
利
」
は
多
義
に
わ
た
る
が
、

な
か
で
も
釈
迦
の
遺
骨
を
「
仏
舎
利
」
と
い
う
。

で
は
仏
舎
利
の
形
状
、
種
類
、
性
格
、
功
徳
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
、
唐
代
、
西
明
寺
の
僧
道
世
が
著
わ
し
た
『
法
苑
珠

林（
（
（

』　

巻
四
〇　

引
證
部
第
二
（『
新
脩
大
正
大
蔵
経
』　

巻
53
・
598
頁　

以
降
『
大
正
』
と
略
す
（
に
あ
る
「
舎
利
」
の
定
義
を
見
て
み
よ
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う
。

　

西
域
ノ
梵
語
。
此
レ
云
二フ
身
骨
一ト
。
恐
レル
濫
二ル
ヲ
凡
夫
ノ
死
人
之
骨
一ト
故
ニ
。
存
二リ
梵
本
之
名
一

つ
ま
り
、
西
域
の
梵
語
で
身
骨
の
こ
と
で
、
凡
夫
の
骨
と
区
別
す
る
た
め
に
梵
語
で
あ
ら
わ
し
た
、
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
そ
の
種
類
と
し

て
、
①
骨
舎
利
、
其
色
白
也
②
髪
舎
利
、
其
色
黒
也
③
肉
舎
利
、
其
色
赤
也
。
菩
薩
・
羅
漢
の
舎
利
に
も
同
じ
三
種
が
あ
り
、「
若
し
こ
れ

仏
舎
利
な
ら
ば
椎
打
す
る
も
砕
け
ず
、
若
し
こ
れ
弟
子
の
舎
利
な
ら
ば
椎
撃
せ
ば
便
ち
破
る
」
と
仏
舎
利
の
神
秘
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

景
山
氏
は
前
掲
書
の
中
で
「
舎
利
（sárīra

（
が
一
般
に
遺
骨
、
遺
体
ま
た
は
そ
の
一
部
、
或
は
そ
の
一
部
に
加
工
し
た
も
の
な
ど
を
広
く

指
し
て
い
る
」（
5
頁
（
と
定
義
さ
れ
る
。

仏
舎
利
は
釈
迦
の
遺
骨
で
あ
る
が
、
特
に
そ
の
歯
を
歯
舎
利
と
い
い
、
な
か
で
も
犬
歯
四
本
は
牙
舎
利
と
呼
ば
れ
こ
と
の
ほ
か
珍
重
さ
れ

た
。
遺
髪
は
髪
舎
利
と
い
う
。
ま
た
遺
灰
、
仏
遺
骸
が
入
れ
て
あ
っ
た
大
瓶
・
舎
利
を
量
っ
た
小
瓶
も
釈
迦
入
滅
後
、
別
に
供
養
塔
を
建
て

て
納
め
た
と
い
う
。
菩
薩
・
羅
漢
・
仏
弟
子
の
遺
骨
遺
品
も
舎
利
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
霊
力
は
仏
舎
利
よ
り
は
弱
い
。

仏
舎
利
は
概
ね
小
粒
の
球
状
で
米
粒
に
似
る
。
牙
舎
利
は
骨
の
形
を
残
し
約
一
寸
と
い
う
。
平
安
初
期
に
成
立
し
た
『
日
本
霊
異
記
』
下

巻
第
一
九
に
は
、
卵
の
様
な
奇
形
の
姿
で
産
ま
れ
て
き
た
女
が
尼
に
な
り
、
よ
く
仏
法
を
学
び
才
知
豊
か
で
あ
っ
た
の
で
、
世
の
人
は
舎
利

菩
薩
と
称
し
た
話
を
載
せ
て
い
る
。
日
本
で
も
舎
利
と
い
え
ば
球
状
で
は
な
く
楕
円
型
の
米
粒
の
よ
う
な
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

『
法
苑
珠
林
（
（
（

』
三
八
・
四
〇
は
舎
利
の
性
格
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
①
供
養
し
篤
く
礼
拝
す
る
と
舎
利
は
光
明
を
発
す
る
こ
と
が

あ
る
②
力
士
が
椎
打
し
て
も
砕
け
な
い
③
仏
舎
利
を
水
に
浮
か
す
と
、
心
に
願
う
と
こ
ろ
に
従
っ
て
浮
き
沈
み
す
る
④
舎
利
は
感
得
し
た
り

増
え
た
り
す
る
。
東
寺
の
空
海
由
来
の
仏
舎
利
は
、
請
来
時
よ
り
増
え
、
以
後
増
減
し
た
こ
と
が
、『
仏
舎
利
勘
計
記
』
の
記
録
か
ら
知
ら

れ
る
。
熱
心
に
願
い
感
得
し
て
新
し
く
生
ま
れ
た
舎
利
は
分
散
舎
利
と
し
て
本
来
の
舎
利
と
は
別
に
供
養
塔
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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実
は
現
代
で
も
舎
利
は
増
え
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

舎
利
の
功
徳
と
し
て
は
光
地
英
学
氏
『
日
本
の
仏
舎
利
塔
』（
吉
川
弘
文
館　

1
9
8
6
（
を
参
照
す
る
。
氏
は
「
分
別
善
悪
応
報 

経
」
下
（『
大
正
』
１
・
900
（
か
ら
以
下
舎
利
の
十
徳
を
挙
げ
ら
れ
る
。
①
肉
眼
清
淨
を
得
る　

②
淨
天
眼
を
得
る　

③
三
毒
を
離
れ
る　

④
諸
善
法
を
得
る　

⑤
聡
明
智
慧
を
得
る　

⑥
愚
痴
を
遠
離
す
る　

⑦
黒
闇
の
三
途
に
落
ち
な
い
（
地
獄
に
落
ち
な
い
徳
（　

⑧
尊
貴
自
在

　

⑨
諸
天
に
往
生
す
る　

⑩
速
や
か
に
円
寂
を
証
す
（
（7
頁
（。
つ
ま
り
仏
舎
利
を
信
仰
す
る
と
心
身
清
浄
に
な
り
、
悩
み
や
煩
悩
か
ら
救

わ
れ
生
き
生
き
と
し
た
人
生
を
送
れ
る
。
そ
し
て
、
死
後
仏
国
土
に
往
生
し
、
仏
の
悟
っ
た
境
地
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

仏
舎
利
は
釈
迦
そ
の
も
の
で
あ
り
、
釈
迦
の
存
在
を
確
信
で
き
る
最
高
の
神
聖
な
遺
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
舎
利
信
仰
は
釈
迦
入
滅
後

直
ち
に
生
ま
れ
現
代
に
至
っ
て
い
る
。

第
二
節　

仏
舎
利
塔
の
崇
拝

最
古
の
仏
舎
利
塔
と
し
て
紀
元
二
世
紀
、
阿
育
王
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
イ
ン
ド
、
サ
ン
チ
ー
の
仏
塔
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
仏
舎
利
を

納
め
た
第
一
塔
、
サ
ン
チ
ー
の
長
老
（
仏
教
徒
（
の
遺
骨
を
分
骨
・
合
祀
し
た
第
二
塔
、
仏
弟
子
（
舎
利
弗
、
目
犍
連
（
の
遺
骨
を
分
骨
・

合
祀
し
た
第
三
塔
か
ら
な
っ
て
お
り
、
舎
利
は
釈
迦
の
遺
骨
と
と
も
に
高
僧
・
聖
者
の
遺
骨
も
い
う
起
源
は
す
で
に
こ
こ
サ
ン
チ
ー
の
仏
塔

に
見
受
け
ら
れ
る
。

仏
舎
利
と
塔
は
本
来
同
等
に
崇
拝
さ
れ
た
。
仏
舎
利
塔
は
佛
陀
の
法
（
ダ
ル
マ
・
仏
陀
の
教
え
・
変
わ
ら
な
い
万
古
不
易
の
真
理
（
そ
の

も
の
と
さ
れ
た
。
下
田
正
弘
氏
は
こ
う
述
べ
ら
れ
る
。

「
仏
塔
は
生
き
た
ブ
ッ
ダ
で
（
中
略
（
単
に
佛
陀
の
死
を
示
し
た
墓
標
に
留
ま
ら
ず
む
し
ろ
ブ
ッ
ダ
の
涅
槃
に
お
け
る
永
遠
に
持
続
す

る
身
体
で
あ
り
、
同
時
に
ブ
ッ
ダ
の
絶
対
的
な
は
た
ら
き
に
出
会
う
た
め
の
場
」（『
涅
槃
経
の
研
究
―
大
乗
仏
教
の
方
法
試
論
―
』
春
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秋
社　

1
9
7
7　

123
頁
（

ま
た
光
地
英
学
氏
は
仏
塔
供
養
に
つ
い
て
こ
う
説
か
れ
る
。

「
塔
の
供
養
は
世
間
で
最
高
の
も
の
で
あ
る
。
供
養
に
よ
り
現
世
利
益
を
得
、
来
世
中
に
佛
陀
に
遭
い
、
や
が
て
成
仏
の
授
記
を
得
」

（
前
掲
『
日
本
の
仏
舎
利
塔
』、
28
頁
（

平
川
彰
氏
は
経
典
の
中
の
「
仏
塔
」
と
い
う
言
葉
を
検
討
さ
れ
、
仏
塔
に
住
す
る
人
々
が
密
接
に
結
合
し
て
い
く
あ
り
様
を
解
明
さ
れ

た
（『
宗
教
研
究
』
153
「
初
期
大
乗
教
団
に
お
け
る
仏
塔
の
意
味
」
一
九
五
八

初
期
大
乗
経
典
の
『
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
』
巻
四
二　

使
犍
度
十
門
品
之
六
（『
大
正
』
（8
・
320
（
で
は
仏
舎
利
塔
供
養
の
以
下
四
つ
の
梵

福
（
功
徳
（
を
説
く
①
多
財
を
捨
て
て
大
信
心
を
得
る
②
多
く
の
衆
生
に
善
根
を
得
さ
せ
る
③
す
べ
て
の
願
い
を
成
就
さ
せ
る
④
依
る
所
の

な
い
者
に
依
る
所
を
得
さ
せ
、
居
処
な
無
い
者
に
居
処
を
得
さ
せ
る
。

日
本
の
例
で
は
奈
良
時
代
末
、
薬
師
寺
の
僧
景
戒
が
編
纂
し
た
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
三
一
に
「
塔
を
建
て
将
（
む
（
と
し
て
願
を
発

（
お
こ
（
し
時
に
産
め
る
女
子
、
舎
利
（
さ
り
（
を
捲
（
に
ぎ
（
り
て
産
ま
る
る
縁
」
と
い
う
奇
瑞
譚
が
あ
る
。
ま
た
室
町
時
代
、
興
福
寺

大
乗
院
尋
尊
は
仏
舎
利
に
関
心
が
深
く
、
自
著
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
は
仏
舎
利
に
関
す
る
記
事
が
多
い
。
そ
の
一
つ
に
夢
の
中
で
は

あ
る
が
、
仏
舎
利
に
懸
け
た
願
い
と
し
て
寛
正
二
年
（
1
4
6
1
（
八
月
四
日
条
に
こ
う
書
き
留
め
て
い
る
。

　

後
生
ヲ
タ
ス
ケ
給
ヘ
。
夫
六
（
丈
六
ヵ
（
御
堂
ヲ
可
レシ
立
ツ
。
同
御
堂
ノ
内
ニ
御
座
ヲ
可
レシ
構
、
可
レシ
有
二ル
影
向
一。

つ
ま
り
夢
の
中
で
は
あ
る
が
尋
尊
は
三
つ
の
願
い
を
舎
利
に
懸
け
た
。
①
死
後
、
仏
国
土
に
往
生
す
る
こ
と
②
丈
六
（
一
丈
六
尺
（
四
・

八
メ
ー
ト
ル
四
方
の
御
堂
を
建
て
た
い
③
そ
の
堂
内
に
春
日
明
神
を
勧
請
し
祀
る
御
座
を
造
る
の
で
、
神
が
姿
を
現
し
て
欲
し
い
。
こ
こ
で

も
仏
舎
利
の
功
徳
は
仏
堂
や
塔
の
建
立
と
切
り
離
せ
な
い
心
情
が
伺
え
る
。

中
国
へ
の
仏
教
伝
来（

3
（

は
、
後
漢
明
帝
（
一
世
紀
後
半
（
の
こ
ろ
と
さ
れ
る
。『
法
苑
珠
林
』
や
『
出
三
蔵
記
集
』（『
大
正
』
55
・
96
（
に
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よ
る
と
三
国
時
代
（
三
世
紀
（、
呉
（
江
南
（
孫
権
は
舎
利
の
霊
験
を
目
の
当
た
り
に
し
、
舎
利
供
養
の
た
め
に
建
初
寺
を
建
立
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
ま
た
唐
代
玄
奘
は
『
大
唐
西
域
記
』
の
中
で
、
西
域
に
多
数
の
仏
塔
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
四
世
紀
末
、
西
晋

で
は
阿
育
王
が
建
て
た
八
万
四
千
の
塔
の
一
基
が
発
見
さ
れ
た
と
信
じ
ら
れ
、
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
が
建
立
さ
れ
、
仏
舎
利
信
仰
の
一
代
拠

点
と
な
っ
た
。
平
安
時
代
末
期
、
入
宋
僧
は
五
台
山
に
代
わ
っ
て
阿
育
王
山
へ
巡
礼
す
る
者
が
増
え
た
。

仏
舎
利
信
仰
と
と
も
に
多
く
の
仏
舎
利
が
中
国
に
入
っ
て
き
た
。
玄
奘
の
肉
舎
利
一
五
〇
粒
、
義
浄
の
仏
舎
利
三
百
粒
は
知
ら
れ
て
い
る
。

と
と
も
に
朝
鮮
半
島
等
の
周
辺
国
に
も
仏
舎
利
信
仰
が
伝
わ
っ
た
。
五
四
九
年
に
は
南
梁
が
新
羅
に
仏
舎
利
を
贈
っ
て
い
る
。

第
三
節　

日
本
へ
の
伝
来

日
本
へ
の
仏
教
伝
来
は
仏
舎
利
伝
来
で
も
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
巻
二
〇
に
よ
る
と
、
鞍
作
村
主
司
馬
達
等
は
か
ね
て
よ
り
仏
教
を
信

仰
し
て
い
た
が
、
斎
会
の
場
で
舎
利
を
感
得
し
た
。
司
馬
達
等
は
そ
の
舎
利
を
蘇
我
馬
子
に
贈
っ
た
。
馬
子
は
そ
の
霊
力
に
感
激
し
、
敏
達

天
皇
一
四
年
（
585
（
大
野
北
丘
に
塔
を
建
て
仏
舎
利
を
埋
納
し
た
。
次
い
で
『
日
本
書
紀
』
巻
二
一
に
よ
る
と
、
崇
峻
天
皇
元
年
（
588
（
三

月
、
百
済
か
ら
国
家
間
の
外
交
と
し
て
正
式
に
律
師
、
寺
工
、
画
工
等
と
共
に
仏
舎
利
が
伝
え
ら
れ
た
。
仏
舎
利
を
得
た
こ
と
で
よ
う
や
く

本
格
的
な
仏
教
寺
院
建
立
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
蘇
我
馬
子
は
こ
の
仏
舎
利
を
奉
請
し
、
供
養
す
る
た
め
に
仏
堂
建
立
を
決
意
し
た
。

推
古
天
皇
元
年
（
593
（
正
月
、
刹
柱
礎
（
塔
の
心
礎
（
の
底
に
仏
舎
利
が
納
め
ら
れ
、
名
実
と
も
に
日
本
で
最
初
の
本
格
的
寺
院
で
あ
る
飛

鳥
寺
（
法
興
寺
、
の
ち
元
興
寺
（
が
誕
生
し
た
（『
日
本
書
紀
』
巻
二
二
（。
仏
舎
利
は
そ
の
奇
瑞
譚
と
共
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が

馬
子
の
事
例
で
い
え
る
が
、『
日
本
書
紀
』
編
纂
時
に
付
加
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

初
め
日
本
で
は
、
イ
ン
ド
・
中
国
の
伝
統
に
の
っ
と
り
塔
の
心
礎
に
仏
舎
利
が
埋
蔵
さ
れ
た
。
そ
の
様
子
は
先
に
挙
げ
た
飛
鳥
の
法
興
寺

の
発
掘
や
法
隆
寺
五
重
塔
心
礎
の
調
査
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
舎
利
は
荘
厳
具
（
種
々
の
珠
玉
（
と
共
に
舎
利
容
器
に
納
め
る
が
、
イ
ン
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ド
古
制
で
は
二
重
三
重
四
重
の
入
れ
子
状
態
に
し
、
そ
の
材
料
も
内
か
ら
金
、
銀
、
銅
、
鉄
を
使
う
の
が
本
来
の
形
式
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

天
智
七
年
（
668
（
建
立
の
崇
福
寺
（
滋
賀
県
（
で
発
見
さ
れ
た
舎
利
容
器
は
そ
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
舎
利
が
入
っ
た
舎
利
容
器
は
さ

ら
に
石
製
の
外
容
器
に
入
れ
埋
納
さ
れ
た
。
こ
の
様
に
厳
重
に
舎
利
が
埋
納
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
河
田
貞
氏
は
①
イ
ン
ド
伝
来
の
伝
統
で

あ
る
こ
と
②
数
少
な
い
舎
利
の
散
逸
を
防
ぎ
、
保
護
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る（

4
（

。

さ
ら
に
河
田
貞
氏
に
よ
る
と
、
塔
心
礎
の
舎
利
埋
納
は
、
法
隆
寺
五
重
塔
以
降
衰
退
し
仏
堂
に
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
初
例
が
養

老
三
年
（
719
（、
法
隆
寺
金
堂
で
あ
っ
た
。
仏
舎
利
の
功
徳
を
感
じ
た
い
と
い
う
風
潮
が
高
ま
り
、
身
近
に
置
い
て
礼
拝
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
舎
利
容
器
も
開
放
的
に
な
り
、
時
代
の
好
み
に
合
わ
せ
美
し
く
装
飾
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
舎
利
は
聖
徳
太
子
信
仰
や
弘
法
大
師
信
仰
と
関
わ
り
な
が
ら
、
熱
烈
に
多
く
の
階
層
の
人
々
か
ら
渇
望
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
必

要
性
か
ら
、
唐
よ
り
大
量
の
舎
利
が
入
唐
僧
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
状
況
は
入
唐
僧
の
請
来
目
録
か
ら
見
受
け
ら
れ
る
。

仏
舎
利
請
来
の
主
な
事
例（

5
（

を
挙
げ
る
。

天
平
勝
宝
五
年
（
753
（　

鑑
真　

一
〇
〇
〇
余
粒　
　
　

唐
招
提
寺

大
同
元
年
（
806
（　　
　

空
海　

 

仏
舎
利
八
〇
粒　

金
色
舎
利
二
粒
を
含
む　
　

東
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　

師
の
恵
果
伝
来
如
意
宝
珠　

宀
一
山
（
べ
ん
い
つ
さ
ん
（　

室
生
寺

承
和
六
年
（
839
（　　
　

円
行　

三
〇
〇
〇
粒　

唐
、
青
竜
寺
よ
り
贈
（
霊
仙
よ
り
二
七
〇
〇
余
粒　

難
陀
三
蔵
よ
り
三
〇
〇
余
粒
（

承
和
一
四
年
（
847
（　　

円
仁　

菩
薩
舎
利
三
粒
・
辟
支
仏
舎
利
二
粒　
　

延
暦
寺

青
龍
寺
の
日
本
僧
霊
仙
は
嵯
峨
天
皇
の
経
済
的
支
援
に
応
え
一
〇
〇
〇
〇
粒
を
日
本
に
送
る

こ
の
内
、
唐
招
提
寺
と
東
寺
の
仏
舎
利
は
最
も
正
統
な
も
の
と
さ
れ
、
特
に
東
寺
の
舎
利
は
弘
法
大
師
信
仰
と
共
に
、
珍
重
さ
れ
た
。

日
本
で
初
め
て
の
舎
利
供
養
法
要
は
、
円
仁
が
唐
よ
り
齎
し
た
儀
軌
に
よ
る
延
暦
寺
の
比
叡
舎
利
会
で
あ
る
。
貞
観
二
年
（
860
（
四
月
に
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始
ま
り
、
以
後
、
上
皇
や
王
侯
貴
族
が
こ
ぞ
っ
て
来
山
し
た
。
内
々
の
法
要
で
は
な
く
、
俗
人
に
も
公
開
し
た
点
、
画
期
的
と
い
え
る
。
そ

の
後
、
唐
招
提
寺
、
東
寺
、
法
隆
寺
、
薬
師
寺
、
高
野
山
な
ど
の
舎
利
会
が
次
々
と
定
期
的
に
催
さ
れ
て
い
く
。

ま
た
仏
舎
利
だ
け
で
は
な
く
、
舎
利
礼
讃
文
を
唱
え
る
功
徳
も
喧
伝
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
弘
安
六
年
（
1
2
8
3
（
成
立
の
『
沙
石
集
』

巻
二
「
佛
舎
利
ヲ
感
得
シ
タ
ル
人
事
」
で
そ
の
功
徳
を
説
い
て
い
る
。
特
に
日
本
で
知
ら
れ
た
礼
讃
文
は
舎
利
礼
（
し
ゃ
り
ら
い
（
と
も
い

わ
れ
、
不
空
三
蔵
（
真
言
八
祖
の
一
人
（
の
訳
文
が
知
ら
れ
る
。
舎
利
会
・
舎
利
講
・
土
砂
加
持
等
に
用
い
ら
れ
、
現
代
で
も
天
台
宗
・
真

言
宗
は
葬
儀
や
年
忌
法
要
で
唱
え
る
常
套
の
経
文
で
あ
る
。

『
三
宝
絵
詞
』
は
、
永
観
二
年
（
984
（
源
為
憲
が
冷
泉
天
皇
第
二
皇
女
尊
子
内
親
王
に
奉
呈
し
た
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
当
時

の
人
々
が
い
か
に
仏
舎
利
を
捉
え
て
い
た
か
、
そ
の
心
情
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。

仏
ノ
舎
利
ヲ
供
セ
ム
ト
、
仏
ノ
イ
マ
ス
身
ヲ
供
ス
ル
ト
ハ
、
功
徳
ト
モ
ニ
ヒ
ト
シ
ク
シ
テ
、
果
報
コ
ト
ナ
ラ
ズ
。
一
タ
ビ
舎
利
ヲ
オ
ガ

ム
ニ
、
罪
ヲ
ケ
シ
、
天
ニ
生
ル
。
…
（
中
略
（
…
抑
仏
ハ
ツ
ネ
ニ
マ
シ
マ
ス
御
身
ナ
リ
。
命
ヲ
ハ
リ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
仏
キ
ヨ
ク
ム
ナ

シ
キ
御
カ
タ
チ
也
。
ホ
ネ
ノ
ト
ゞ
マ
レ
ル
モ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ネ
ド
モ
、
カ
ク
レ
給
事
ハ
機
縁
ニ
随
ヒ
、
ノ
コ
シ
給
エ
ル
事
ハ
慈
悲
ニ
ヨ
レ

リ
。
末
ノ
ヨ
ニ
善
根
ヲ
ウ
エ
シ
メ
給
ハ
ム
タ
メ
ニ
、
大
悲
方
便
ノ
力
ヲ
モ
テ
、
金
剛
不
壊
ノ
身
ヲ
ク
ダ
キ
給
ヘ
ル
也
（『
三
宝
絵

詞
』
下　

四
月　

比
叡
舎
利
会
（

仏
は
未
来
に
末
法
の
世
の
人
々
が
仏
法
に
縁
を
得
て
善
根
を
積
ま
し
め
る
た
め
に
入
滅
さ
れ
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
堅
固
な
身
を
砕

い
て
舎
利
と
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
仏
舎
利
は
仏
の
大
悲
か
ら
生
じ
、
末
法
の
世
の
救
い
と
な
り
、
衆
生
を
仏
国
土
に
導
く
ま
さ
に
仏
の
慈
悲

そ
の
も
の
と
い
う
の
で
あ
る
。
仏
（
釈
迦
（
へ
の
熱
い
思
慕
と
祈
り
が
今
な
お
伝
わ
っ
て
く
る
記
述
で
あ
る
。

最
後
に
、
仏
舎
利
は
仏
と
は
い
え
人
骨
で
あ
る
か
ら
死
穢
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
で
は
、
仏
舎
利
を
穢
れ
た
物
と

考
え
る
人
物
が
い
た
。
唐
宋
八
家
の
ひ
と
り
韓
愈
で
あ
る
。
名
文
家
と
し
て
知
ら
れ
る
韓
愈
は
、
儒
教
を
重
ん
じ
仏
教
・
道
教
を
激
し
く
批
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判
し
た
。
唐
代
は
長
安
な
ど
で
毎
年
盛
大
に
舎
利
供
養
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
を
韓
愈
は
快
く
思
わ
な
か
っ
た
。
中
唐
、
憲
宗
の

元
和
一
四
年
（
819
（、
皇
帝
は
仏
舎
利
（
指
骨
（
を
三
日
間
宮
中
に
安
置
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
韓
愈
は
仏
舎
利
を
「
枯
朽
之
骨
、
兇
穢
之

餘
」
と
し
て
皇
帝
の
行
為
を
批
判
し
「
論
仏
骨
表（

6
（

」
を
上
表
し
た
。
皇
帝
は
激
怒
し
韓
愈
は
左
遷
さ
れ
て
し
ま
う
。
中
国
で
は
老
荘
思
想
、

儒
教
、
道
教
な
ど
す
で
に
根
を
張
っ
た
自
国
の
思
想
が
あ
り
、
さ
ら
に
回
教
や
景
教
な
ど
外
来
の
宗
教
が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
背
景
を
考

え
る
と
、
韓
愈
が
仏
舎
利
を
「
た
だ
の
異
邦
人
の
骨
」
と
し
「
兇
穢
」
と
す
る
主
張
も
一
理
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
日
本
の
場
合
、
仏

教
伝
来
は
仏
舎
利
伝
来
で
あ
り
信
仰
の
核
と
し
て
伽
藍
建
立
の
基
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
仏
舎
利
を
死
穢
と
す
る
観
念
は
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

平
安
時
代
初
期
に
は
仏
舎
利
信
仰
に
対
し
て
貴
賤
を
問
わ
ず
関
心
が
深
ま
っ
た
。
ま
た
空
海
に
よ
っ
て
宮
中
に
真
言
院
が
設
け
ら
れ
、
承

和
元
年
（
834
（、
天
皇
の
玉
体
安
穏
を
祈
祷
す
る
後
七
日
御
修
法（

7
（

が
始
め
ら
れ
以
後
恒
例
と
な
っ
た
。
こ
の
修
法
の
本
尊
は
両
界
曼
荼
羅
の

諸
尊
像
と
空
海
請
来
の
東
寺
の
仏
舎
利
で
あ
る
。
こ
う
し
て
仏
舎
利
信
仰
は
宮
中
の
儀
式
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
代
一

度
仏
舎
利
使
発
遣
の
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
仏
舎
利
信
仰
の
浸
透
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

仏
舎
利
信
仰
は
そ
の
後
、
往
生
思
想
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
院
政
期
に
な
る
と
密
教
の
宝
珠
信
仰
と
結
び
つ
き
、
密
教
色
が

濃
く
な
っ
て
い
っ
た
。

第
二
章　

一
代
一
度
仏
舎
利
使
発
遣
の
実
態

第
一
節　

発
遣
の
沿
革

一
代
一
度
仏
舎
利
使
に
関
し
て
の
先
行
研
究
は
多
く
は
な
い
。
主
な
も
の
は
甲
田
利
雄
氏（

8
（

、
前
掲
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
小
野
坂
・
ル
パ
ー
ト
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氏
で
あ
る
。
甲
田
氏
は
先
行
研
究
の
先
駆
的
な
論
文
で
は
あ
る
が
、
本
論
は
臨
時
年
中
行
事
一
般
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
、
仏
舎
利
使
は
そ

の
一
部
と
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
近
年
の
ル
パ
ー
ト
氏
の
場
合
は
仏
舎
利
信
仰
全
般
に
論
究
し
、
そ
の
流
通
の
変
化
の
中
に

仏
舎
利
使
を
捉
え
て
お
ら
れ
る
点
、
納
得
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
二
論
文
は
一
代
一
度
仏
舎
利
使
起
源
の
項
で
論
究
す
る
。

ま
ず
名
称
と
し
て
、「
一
代
一
度
仏
舎
利
使
」・「
仏
舎
利
使
」・「（
即
位
に
関
し
て
（
仏
舎
利
を
奉
ず
る
、
奉
献
す
る
」
は
同
一
事
項
と
し

て
と
ら
え
る
。

文
献
上
、
即
位
時
に
仏
舎
利
が
奉
献
さ
れ
た
初
め
て
の
確
実
な
例
は
、
村
上
天
皇
天
暦
二
年
（
948
（
九
月
二
二
日
で
あ
る
。（『
日
本
紀

略
』
同
日
条
（。
藤
原
忠
平
（
貞
信
公
（
は
『
貞
信
公
記
』（
貞
信
公
御
記
抄
（
天
暦
元
年
（
947
（
四
月
一
七
日
条
に
、
村
上
天
皇
即
位
に
際

し
、
歴
代
の
宣
命
案
を
検
討
し
て
い
る
が
、
寛
平
（
宇
多
天
皇
（・
延
喜
（
醍
醐
天
皇
（
の
時
に
仏
舎
利
奉
献
が
な
さ
れ
た
け
れ
ど
も
次
の

代
朱
雀
天
皇
（
承
平
年
間
（
に
は
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
村
上
天
皇
即
位
時
以
前
、
神
社
へ
の
仏
舎
利
奉
納
が
宇
多
・
醍
醐
天
皇
の
時

代
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
始
源
に
関
す
る
事
例
は
後
に
検
討
す
る
。

宇
多
天
皇
仁
和
四
年
（
888
（
か
ら
後
深
草
天
皇
の
建
長
五
年
（
1
2
5
3
（
ま
で
歴
代
三
一
代
三
六
五
年
間
に
管
見
の
限
り
三
一
代
中

に
一
九
例
あ
り
、
最
後
と
思
わ
れ
る
後
深
草
天
皇
以
降
は
ま
だ
見
い
だ
せ
な
い
。
平
安
時
代
中
期
の
『
西
宮
記
』
に
は
「
代
々
の
例
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
政
変
や
特
殊
な
事
件
が
な
い
限
り
、
天
皇
の
在
位
中
に
仏
舎
利
を
奉
献
す
る
伝
統
は
維
持
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
確
実

に
仏
舎
利
奉
納
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
天
皇
は
、
朱
雀
天
皇
・
花
山
天
皇
・
仲
恭
天
皇
で
あ
る
。
朱
雀
天
皇
の
場
合
は
藤
原
忠
平
（
貞
信

公
（
が
「
承
平
無
此
事
、
何
云
々
」（『
貞
信
公
記
』
天
暦
元
年
（
947
（
四
月
一
七
日
条
（
と
訝
っ
て
い
る
の
で
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
。
花
山
天
皇
は
在
位
二
年
で
寛
和
の
変
（
986
（
に
よ
り
突
如
退
位
し
た
。
在
位
期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
、
仏
舎
利
使
発
遣
の

可
能
性
は
薄
い
。
仲
恭
天
皇
の
場
合
は
そ
の
即
位
を
契
機
に
し
て
承
久
の
変
が
起
こ
さ
れ
、
践
祚
か
ら
七
〇
日
で
退
位
し
て
い
る
。
大
嘗
会

も
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
後
世
「
廃
帝
・
九
条
廃
帝
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
仏
舎
利
使
発
遣
は
不
可
能
で
あ
る
。
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各
代
に
仏
舎
利
使
発
遣
が
即
位
後
何
年
目
で
実
施
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
添
付
し
た
【
表　

一
代
一
度
仏
舎
利
使
派
遣
一
覧
】
を
揚
げ
る
。

【
表
】
か
ら
各
代
に
即
位
後
何
年
目
で
実
施
さ
れ
た
か
見
て
み
る
。（　

（
内
は
そ
の
年
数
で
あ
る
。

①
宇
多
天
皇
（
1
（　　

②
醍
醐
天
皇
（
（
（　　

③
村
上
天
皇
（
（
（　　

④
冷
泉
天
皇
（
3
（

⑤
円
融
天
皇
（
3
（　　

⑥
一
条
天
皇
（
3
（　　

⑦
後
一
条
天
皇
（
3
（　

⑧
後
朱
雀
天
皇
（
3
（

⑨
後
三
条
天
皇
（
2
（　

⑩
白
河
天
皇
（
5
（　　

⑪
堀
河
天
皇
（
4
（　　

⑫
鳥
羽
天
皇
（
5
（

⑬
近
衛
天
皇
（
3
（　　

⑭
高
倉
天
皇
（
4
（　　

⑮
後
鳥
羽
天
皇
（
9
（　

⑯
土
御
門
天
皇
（
8
（

⑰
順
徳
天
皇
（
（（
（　　

⑱
後
堀
河
天
皇
（
8
（　

⑲
後
深
草
天
皇
（
7
（

①
宇
多
天
皇
か
ら
⑨
後
三
条
天
皇
ま
で
は
践
祚
後
三
年
目
ま
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
④
冷
泉
天
皇
の
場
合
、
践
祚
二
年
後
に
「
出
家
童

五
十
五
人
受
戒
」
と
の
み
『
日
本
紀
略
』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
発
遣
に
近
い
日
に
仏
舎
利
使
の
受
戒
を
行
う
の
で
発
遣
は
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
⑮
後
鳥
羽
天
皇
か
ら
後
深
草
天
皇
ま
で
は
ほ
ぼ
践
祚
後
九
年
前
後
で
あ
る
。
幼
帝
の
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
成

長
を
確
か
め
た
上
で
あ
ろ
う
か
。
但
し
⑰
順
徳
天
皇
は
即
位
後
一
一
年
の
承
久
三
年
（
1
2
2
1
（
三
月
の
こ
と
で
そ
の
二
か
月
後
の
五
月

に
承
久
の
変
が
起
こ
っ
て
い
る
。
戦
勝
祈
願
も
し
く
は
朝
廷
の
権
威
を
地
方
に
喧
伝
す
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
仏
舎
利
使
の
発
遣
は
大
嘗
会
や
八
十
島
祭
の
よ
う
に
即
位
翌
年
ま
で
に
必
ず
行
わ
れ
る
即
位
儀
礼
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
に
よ
っ

て
即
位
か
ら
数
年
を
経
て
不
定
期
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

第
二
節　

発
遣
の
実
態

発
遣
ま
で
の
準
備
と
し
て
は
、
ま
ず
担
当
者
（
上
卿
・
行
事
弁
・
出
納
・
史
な
ど
（
を
決
め
、
発
遣
・
受
戒
・
壺
（
舎
利
容
器
（
造
り
の

日
時
を
決
定
（
陰
陽
寮
か
ら
の
日
時
勘
文
に
よ
る
（、
吉
書
の
儀
（
作
成
・
内
覧
・
加
判
・
奏
聞
（、
行
事
所
始
め
の
儀
、
資
金
・
物
資
調
達
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の
検
討
、
関
係
諸
国
へ
下
知
、
鎌
倉
時
代
に
は
幕
府
に
対
し
武
士
へ
の
成
功
要
請
等
が
な
さ
れ
た
。
全
体
像
を
探
る
ま
と
ま
っ
た
史
料
は

唯
一
、
後
堀
河
天
皇
時
の
『
民
経
記
』
寛
喜
元
年
（
1
2
2
9
（
の
記
事
に
残
さ
れ
て
い
る
。『
民
経
記
』
の
作
者
藤
原
経
光
は
当
時
一
八

歳
。
前
年
安
貞
二
年
（
1
2
2
8
（
に
従
五
位
下
で
蔵
人
に
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
寛
喜
元
年
（
1
2
2
9
（
六
月
二
四
日
に
「
佛
舎
利

可
奉
行
事
」（『
民
経
記
』
同
日
条
（
と
し
て
仏
舎
利
奉
献
事
業
に
関
わ
る
こ
と
と
な
り
、
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
『
民

経
記
』
か
ら
そ
の
経
緯
を
み
よ
う
。

㈠　

発
遣
ま
で
の
経
過　
　
　

寛
喜
元
年
（
1
2
2
9
（
五
月
か
ら
六
月

五
月
一
日
条　
　

 

仏
舎
利
使
発
遣
を
八
月
八
日
に
定
め
る
。
そ
れ
に
当
っ
て
の
用
途
・
経
費
の
概
算
を
検
討
す
る
よ
う
に
経
光
は
蔵
人
頭

平
親
長
よ
り
依
頼
さ
れ
る
（
五
月
二
四
日
条
（

六
月
六
日
条　
　

風
記
（
ほ
の
き
（
を
も
と
に
、
日
時
定
め
の
日
、
担
当
者
な
ど
に
つ
い
て
関
白
九
条
道
家
を
中
心
に
検
討

　
　

八
日
条　

・ 

用
途
の
こ
と
を
諸
国
に
仰
せ
、
鎌
倉
幕
府
に
武
士
の
成
功
を
依
頼
し
承
諾
を
得
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　

・
発
遣
の
行
事
所
を
左
近
衛
府
に
置
く

　
　

十
日
条　
　

行
事
上
卿
を
土
御
門
大
納
言
源
定
通
、
行
事
弁
に
藤
原
親
俊
に
決
定

　

一
七
日
条　
　

仏
舎
利
沙
弥
受
戒
の
日
を
承
暦
の
例
に
よ
っ
て
八
月
三
日
と
定
め
、
天
皇
に
奏
す

　

一
九
日
条　

・
用
途
・
経
費
を
概
算
す
る
と
五
万
九
千
疋
。
さ
ら
に
精
査
し
て
五
万
疋
と
す
る

　
　
　
　
　
　

・
行
司
弁
藤
原
親
俊
辞
退
に
つ
き
、
平
有
親
を
行
事
弁
と
す
る

　

二
五
日
条　

①
日
時
定

　
　
　
　
　
　

・ 

蔵
人
所
に
て
陰
陽
頭
が
奉
献
日
時
と
受
戒
の
日
時
勘
文
一
通
、
及
び
壺
作
り
の
日
時
勘
文
一
通
を
示
す
。
又
、
奉
行
出

納
が
内
蔵
寮
請
奏
を
示
す

即位儀礼に見える仏舎利信仰6（



　
　
　
　
　
　

・
関
白
が
こ
の
二
件
を
内
覧
（
関
白
第
に
て
（

　
　
　
　
　
　

・
内
裏
の
陣
に
て
日
時
定
め

　
　
　
　
　
　
　

 　

陰
陽
寮
の
日
時
勘
文
に
依
っ
て
、
仏
舎
利
使
受
戒
は
八
月
三
日
午
の
時
に
、
仏
舎
利
奉
献
の
日
時
を
八
月
八
日
申
の

時
に
定
め
、
内
藏
寮
請
奏
を
承
認
す
る
。
以
上
の
内
容
を
神
祇
官
の
修
造
日
時
定
め
と
い
う
形
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

続
い
て
上
卿
源
定
通
が
「
勘
申
に
よ
っ
て
行
わ
せ
し
め
よ
」
と
事
業
の
開
始
を
宣
言
し
、
終
了
。

　
　
　
　
　
　

②
行
事
所
始
め
と
壺
造
り
（
左
近
衛
府
に
て
（

　
　
　
　
　
　

・
行
事
所
初
め
の
儀
は
庭
で
御
禊
の
後
、
行
事
所
内
に
て
饌
及
び
吉
書
加
判
の
儀
を
行
う

　
　
　
　
　
　

・
壺
造
り
の
儀
は
、
そ
の
場
で
塔
一
基
を
造
ら
せ
、
工
に
禄
を
与
え
る

六
月
二
七
日
条
・
綱
所
か
ら
届
い
た
受
戒
僧
の
交
名
を
関
白
（
九
条
道
家
（
に
注
進

　
　
　
　
　
　

・ 

仏
舎
利
用
途
料
な
ど
必
要
な
も
の
を
進
め
る
よ
う
関
係
諸
国
へ
下
知
す
る
（
蔵
人
所
牃
状
に
関
白
の
御
教
書
を
添
え

る
（

　
　
　
　
　
　

・
辛
櫃
・
塔
（
舎
利
容
器
（
等
に
必
要
な
材
木
に
つ
い
て
修
理
職
に
蔵
人
所
牃
と
御
教
書
を
付
け
る

こ
れ
以
降
は
『
民
経
記
』
の
記
事
が
欠
け
る
た
め
、
細
か
い
経
過
は
分
か
ら
な
い
が
、
六
月
二
五
日
の
「
定
」
以
後
、
次
の
よ
う
に
行
事

が
行
わ
れ
た
。

八
月
三
日　
　

仏
舎
利
使
に
な
る
僧
の
受
戒
を
行
う

　
　

八
日　
　

仏
舎
利
・
御
神
宝
の
叡
覧
の
後
、
仏
舎
利
使
が
発
遣
さ
れ
る

な
お
、
八
月
八
日
の
発
遣
当
日
の
叡
覧
の
儀
は
関
白
九
条
道
家
の
日
記
『
玉
蘂
』
に
詳
し
い
。

『
民
経
記
』
の
史
料
か
ら
は
発
遣
に
あ
た
っ
て
種
々
の
問
題
点
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
こ
の
「
定
」
の
特
色
は
以
下
で
あ
る
。
①
服
装
が

6（



冠
位
束
帯
の
正
規
の
礼
服
で
あ
っ
た
こ
と
。
②
「
定
」
は
協
議
と
い
う
よ
り
は
事
業
の
承
認
と
発
足
が
主
体
の
場
で
あ
る
。
③
日
時
の
勘
申

は
実
質
は
陰
陽
寮
が
行
な
い
、
形
式
上
は
神
祇
官
が
す
る
。
こ
の
よ
う
に
天
皇
に
関
わ
る
一
代
一
度
仏
舎
利
使
は
太
政
官
機
構
と
蔵
人
機
構

が
連
携
し
て
推
進
し
て
い
く
事
例
と
い
え
る
。

時
代
背
景（

9
（

と
し
て
、
承
久
の
乱
（
1
2
2
1
（
後
、
幼
少
の
後
堀
河
天
皇
（
高
倉
天
皇
孫
、
一
〇
歳
（
が
即
位
し
、
そ
の
父
後
高
倉
院
は

天
皇
を
経
験
し
な
い
ま
ま
上
皇
と
し
て
院
政
を
始
め
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
鎌
倉
幕
府
に
繫
が
り
が
深
い
九
条
道
家
の
女
婿
西
園
寺
公
経

（
の
ち
関
東
申
次
と
な
る
（
の
働
き
で
、
承
久
の
乱
で
失
脚
し
て
い
た
九
条
道
家
が
復
権
し
、
安
貞
二
年
（
1
2
2
8
（
関
白
と
な
っ
た
。

道
家
は
祖
父
兼
実
を
敬
愛
し
、
そ
の
政
治
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
。
祖
父
兼
実
は
治
承
・
寿
永
の
争
乱
後
、
源
頼
朝
と
関
係
を
深
め
、
ま
た

争
乱
後
の
都
の
窮
状
を
打
開
し
よ
う
と
し
、
建
久
二
年
（
1
1
9
1
（
三
月
、
新
し
い
政
策
を
始
め
て
い
く
。
建
久
の
新
制
で
あ
る
。
兼
実

は
源
頼
朝
の
奏
請
と
い
う
形
で
こ
の
新
制
を
進
め
よ
う
と
し
た
。
国
司
の
任
務
遂
行
・
官
務
の
服
務
・
京
中
保
安
・
山
海
賊
の
追
討
等
と
共

に
広
く
諸
卿
に
意
見
を
求
め
る
体
制
を
整
え
、
荘
園
券
契
の
調
査
・
訴
訟
を
扱
う
記
録
所
を
復
活
し
た
。
孫
の
道
家
は
兼
実
の
路
線
を
受
け

継
ぐ
べ
く
関
白
就
任
後
、
寛
喜
二
年
（
1
2
3
0
（
の
大
飢
饉
の
救
済
策
を
打
ち
出
し
、
記
録
所
を
立
て
直
す
な
ど　

寛
喜
の
新
制
を
試
み

た
（
寛
喜
三
年
一
一
月
（。
寛
喜
の
仏
舎
利
使
派
遣
の
背
景
に
は
鎌
倉
幕
府
と
の
連
携
に
よ
る
執
政
と
祖
父
兼
実
の
政
治
を
受
け
継
ご
う
と

い
う
強
い
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
仏
舎
利
使
発
遣
の
遂
行
も
祖
父
兼
実
が
後
鳥
羽
天
皇
即
位
に
際
し
尽
力
し
て
い
る
の
で
是
が

非
で
も
実
施
す
べ
き
行
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
道
家
は
四
条
天
皇
の
外
戚
と
な
っ
て
権
勢
を
強
め
た
が
、
天
皇
は
ほ
ど
な
く
幼
少
で
急
死
し

た
。
幕
府
は
皇
統
を
異
に
す
る
後
嵯
峨
天
皇
を
推
挙
し
道
家
は
権
力
の
座
か
ら
離
れ
、
執
権
北
条
時
頼
へ
の
謀
反
計
画
に
関
わ
り
失
脚
し
、

失
意
の
中
で
建
長
四
年
（
1
2
5
2
（
没
し
た
。

後
深
草
天
皇
の
一
代
一
度
仏
舎
利
奉
献
に
つ
い
て
は
『
百
錬
抄
』
に
一
代
一
度
仏
舎
利
使
の
日
時
定
め
と
い
う
短
い
記
録
し
か
な
い
が
、

以
上
み
た
よ
う
に
「
定
」
の
重
要
性
か
ら
仏
舎
利
使
の
発
遣
は
必
ず
や
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
摂
関
家
の
主
導
で
は
な
く
、
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院
政
を
確
立
し
た
後
嵯
峨
上
皇
の
も
と
で
。

第
三
節　
　

実
務
担
当
者

公
的
な
行
事
に
際
し
て
は
、
関
白
以
下
諸
公
卿
の
合
議
の
上
で
骨
子
が
組
み
立
て
ら
れ
る
。『
民
経
記
』
寛
元
年
五
月
・
六
月
に
、
関
白

九
条
道
家
の
も
と
に
何
度
も
集
ま
り
、
仏
舎
利
使
発
遣
に
つ
い
て
協
議
し
た
人
々
を
何
人
か
挙
げ
る
。
散
位
高
階
経
時
（
高
三
位
（、
正
四

位
下
治
部
卿
蔵
人
頭
平
親
長
、
正
五
位
上
左
衛
門
佐
蔵
人
藤
原
信
盛
、
兵
部
少
輔
藤
原
親
氏
、
従
五
位
上
左
中
弁
（『
蔵
人
補
任
』
で
は
右

中
弁
と
す
る
（
平
有
親
、
左
少
弁
平
時
兼
、
土
佐
前
司
源
有
長
、
勘
解
由
次
官
藤
原
忠
高
、
従
五
位
下
蔵
人
藤
原
経
光
（『
民
経
記
』
作
者
（

な
ど
関
白
に
近
し
い
公
卿
・
蔵
人
・
関
白
政
所
所
司
と
思
わ
れ
る
。

協
議
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
用
途
帳
よ
り
代
々
の
経
費
を
調
べ
今
回
の
経
費
を
算
出
、
幕
府
へ
協
力
を
要
請
、
風
記
を
取
り
寄
せ
て

発
遣
ま
で
の
行
事
の
日
程
を
検
討
、
発
遣
の
日
時
と
受
戒
の
日
時
を
大
ま
か
に
決
め
る
、
実
務
担
当
者
（
上
卿
・
行
事
弁
・
出
納
・
等
（
を

選
定
、
行
事
所
の
場
所
決
定
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
原
案
を
も
と
に
太
政
官
が
行
事
を
遂
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
関
白
道
家
の
主

導
で
、
蔵
人
が
中
心
と
な
り
事
を
運
ん
で
い
る
。
実
務
担
当
者
は
次
の
通
り
で
あ
る（

10
（

。

（
上
卿
（
源
定
通　
　

正
二
位
土
御
門
大
納
言　
　

四
二
歳　
　

寛
喜
元
年
六
月
一
〇
日
条

（
行
事
弁
（
平
有
親　
　

従
五
位
上
左
中
弁
（
ま
た
は
右
中
弁
（　　

同
年
六
月
一
九
日
条

（
行
事
蔵
人
（
藤
原
経
光　
　

従
五
位
下
治
部
権
輔　

蔵
人　

一
八
歳　

五
月
二
四
日
条

　
　
　
　
　

 

源
仲
業
散
位
（
六
位
蔵
人
・
文
章
生
（　　
　

 

六
月
二
五
日
条

（
出
納
（
中
原
俊
職　
　

出
羽
権
介　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
二
五
日
条

（
小
舎
人
（
紀
伊
景　
　

右
衛
門
府
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
二
五
日
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歴
代
の
担
当
者
で
判
明
し
て
い
る
人
物
。

　

後
一
条
天
皇　
　

寛
仁
二
年
（
1
0
1
8
（

（
上
卿
（
源
俊
賢　
　
　

正
二
位
権
大
納
言　

元
蔵
人
頭　

五
九
歳

（
行
事
弁
（
源
経
頼　
　
　

正
五
位
上
ヵ　

左
少
弁　

兼
近
江
守　

元
蔵
人　

四
三
歳

　

鳥
羽
天
皇　
　

天
永
三
年
（
1
1
1
2
（

（
上
卿
（
源
顕
通　
　
　

正
二
位
権
中
納
言　

皇
后
宮
権
大
夫　

右
衛
門
督

（
行
事
弁
（
藤
原
長
忠　

正
四
位
上
参
議　

右
大
弁　

五
五
歳

　

近
衛
天
皇　
　

天
養
元
年
（
1
1
4
4
（

（
上
卿
（
藤
原
伊
通　
　
　

正
二
位　

権
大
納
言　
　

元
蔵
人
頭　

五
二
歳

（
行
事
弁
（
弁

　

高
倉
天
皇　
　

承
安
二
年
（
1
1
7
2
（

（
上
卿
（
藤
原
隆
季　
　

正
二
位
行
権
大
納
言
兼
中
宮
大
夫

（
行
事
弁
ヵ
（
藤
原
兼
光
ヵ  

正
五
位
下 

左
少
弁

（
史
（
三
善
朝
臣　
　

正
六
位
上
行
左
少
史

　

後
鳥
羽
天
皇　
　

建
久
三
年
（
1
1
9
2
（

（
上
卿
（
藤
原
実
宗　
　

正
二
位
大
納
言
（
前
年
権
大
納
言
（　

四
八
歳

（
行
事
弁
（
正
五
位
下
右
衛
門
権
佐
藤
原
長
房　

蔵
人

　

順
徳
天
皇　
　

承
久
三
年
（
1
2
2
1
（
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（
行
事
弁
（
右
少
弁
ヵ
藤
原
光
俊

　

後
堀
河
天
皇
（
前
掲
（

上
卿
は
ほ
と
ん
ど
大
納
言
（
正
・
権
（
で
蔵
人
頭
の
経
験
者
が
多
く
、
実
務
担
当
の
行
事
弁
は
職
事
蔵
人
が
そ
の
任
に
当
た
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
後
一
条
天
皇
の
時
、
上
卿
は
源
俊
賢
で
一
条
天
皇
の
四
納
言
と
称
え
ら
れ
、
藤
原
道
長
の
信
頼
も
厚
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
後
堀

河
天
皇
の
代
に
上
卿
だ
っ
た
源
定
通
は
源
通
親
を
父
に
持
ち
、
そ
の
後
蔵
人
頭
に
な
る
と
共
に
後
鳥
羽
院
庁
・
承
明
門
院
庁
・
後
嵯
峨
院
庁

の
別
当
も
務
め
て
い
る
。

行
事
弁
も
実
務
に
堪
能
な
官
人
（
主
に
蔵
人
（
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
後
一
条
天
皇
の
寛
仁
二
年
発
遣
時
の
行
事
弁
源
経
頼
は
『
左
経

記
』
の
作
者
で
あ
る
。
約
二
五
年
間
に
わ
た
り
弁
官
を
務
め
実
務
に
精
通
し
て
い
た
。
ま
た
地
方
官
と
し
て
も
有
能
で
あ
っ
た
。
宇
多
天
皇

四
世
孫
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
家
伝
と
し
て
有
職
故
事
の
知
識
を
受
け
継
ぎ
、
自
身
も
よ
く
故
実
を
学
ん
だ
。
鳥
羽
天
皇
の
代
の
藤
原
長
房
も

有
能
な
実
務
官
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
例
あ
げ
る
と
、
高
倉
天
皇
承
安
二
年
（
1
1
7
2
（
発
遣
時
の
上
卿
藤
原
隆
季
は
父
の

代
か
ら
平
家
と
関
わ
り
が
深
い
実
務
官
人
で
あ
る
。
天
皇
の
生
母
は
建
春
門
院
平
滋
子
で
あ
る
か
ら
一
代
一
度
仏
舎
利
使
派
遣
に
当
っ
て
平

清
盛
の
意
向
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
人
選
は
一
代
一
度
仏
舎
利
使
発
遣
に
限
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
重
要
な
公
事
全
般
に
言
え
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
小
右
記
』
や
『
民
経
記
』
等
か
ら
、
関
白
や
政
界
で
実
力
の
あ
る
公
卿
な
ど
が
直
接
関
与
し
て
お
り
、
一
代
一
度

仏
舎
利
使
発
遣
は
天
皇
に
関
わ
る
国
家
儀
礼
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

第
四
節　

日
時
勘
文

日
時
勘
文
は
新
し
く
事
業
を
開
始
す
る
時
、
陰
陽
寮
で
吉
日
・
吉
時
を
選
出
し
て
事
業
開
始
の
日
時
を
関
係
部
署
に
知
ら
せ
る
文
書
で
あ

る
。
そ
の
実
例
は
先
ほ
ど
取
り
上
げ
た
『
民
経
記
』
寛
喜
元
年
（
1
2
2
9
（
六
月
二
五
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。
仏
舎
利
使
発
遣
の
際
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は
、
二
通
作
成
さ
れ
た
。

①
壺
を
造
る
日
時

　

擇
ビ
申
ス
、
可
レキ
被
レル
造
下
奉
二ル
仏
舎
利
於
諸
社
一ニ
壺
上ヲ
日
時

　
　

今
月
廿
日
丙
辰
、　

時
午
、

　
　
　
　

寛
喜
元
年
六
月
廿
日　
　

陰
陽
頭
朝
臣
安
倍
泰
忠

②
仏
舎
利
使
受
戒
と
仏
舎
利
を
奉
る
日
時

　

擇
ビ
申
ス
、
可
レ
被
レ
奉
二
佛
舎
利
於
諸
社
一ニ
雑
事
ノ
日
時
、

　
　

可
レキ
令
レム
受
二│

戒
使
一ヲ
日
時
、

　
　
　

八
月
三
日
戊
戌
、　

時
午
、

　
　

可
レキ
被
レル
奉
二
仏
舎
利
一ヲ
日
時
、

　
　
　
　
　

八
日
癸
卯
、　

時
申
、

　
　
　
　
　
　
　

寛
喜
元
年
六
月
廿
五
日　
　

陰
陽
頭
安
倍
朝
臣
安
倍
泰
忠

　
　
　
　

已
上
各
加
懸
帋

二
通
と
も
懸
紙
が
な
さ
れ
て
い
た
。

経
光
は
代
々
の
日
時
勘
文
を
前
陰
陽
頭
賀
茂
在
親
の
所
で
調
べ
て
い
る
。

①
堀
河
天
皇　

二
通　
　

寛
治
四
年
正
月
二
八
日
付
（
受
戒
・
発
遣
（
と
寛
治
三
年
一
〇
月
二
五
日
付
（
壺
（

②
鳥
羽
天
皇　

二
通　
　

天
永
三
年
五
月
二
五
日
付
（
受
戒
・
発
遣
（
と
同
年
五
月
二
四
日
付
（
壺
（

③
高
倉
天
皇　

一
通　
　

承
安
二
年
正
月
二
八
日
付
（
受
戒
・
発
遣
（
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④
後
堀
河
天
皇
（
今
上
（
寛
喜
元
年
六
月
二
五
日
付
（
受
戒
・
発
遣
（
と
同
年
六
月
二
〇
日
付
（
壺
（

文
書
の
形
態
は
経
光
の
時
代
ま
で
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。

数
少
な
い
例
で
は
あ
る
が
実
施
時
間
を
見
る
。

受
戒　
　
　
　
　
　

午
（
寛
治
四
年
・
天
永
三
年
・
承
安
二
年
・
寛
喜
元
年
（　

未
（
承
安
二
年
（

仏
舎
利
使
発
遣　
　

巳
（
寛
治
四
年
・
天
永
三
年
（　

午
（
承
安
二
年
（　

申
（
寛
喜
元
年
（

壺
造
り
始
め　
　
　

午
（
寛
喜
元
年
（　

午
申
（
天
永
三
年
（　

申
（
寛
治
三
年
（

受
戒　
　
　
　
　
　

午
か
ら
未
（
正
午
か
ら
午
後
三
時
頃
（

派
遣
は　
　
　
　
　

巳
か
ら
申
（
午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
六
時
頃
（

壺
造
り
は
午
か
ら
申
（
正
午
か
ら
午
後
六
時
頃
ま
で
（
別
の
記
録
で
巳
の
時
（
午
前
一
〇
時
か
ら
正
午
（

　

壺
造
り
は
発
遣
日
ま
で
に
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
か
月
前
（
寛
治
（、
二
か
月
前
（
寛
喜
（
三
週
間
前
（
天
永
（
と
見
え
、

約
三
か
月
か
ら
一
か
月
以
内
の
時
間
を
必
要
と
し
た
。
受
戒
も
発
遣
ま
で
の
前
か
ら
約
二
週
間
前
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
い
よ
い
よ

事
業
が
開
始
す
る
。

第
五
節　
　

吉　

書

吉
書
と
は
、
物
事
の
始
め
る
に
当
っ
て
見
る
儀
礼
的
な
文
書
を
い
う
。『
平
安
時
代
史
事
典
』
で
は
吉
書
の
項
目
で
「
新
た
な
地
位
・
立

場
で
執
る
政
務
を
儀
礼
化
し
、
凶
を
避
け
る
た
め
の
も
の
」
と
解
釈
し
て
い
る
。『
古
事
類
苑（

11
（

』
は
「
年
首
、
代
始
、
改
元
等
ニ
、
始
テ
官

奏
ヲ
行
フ
朝
儀
ニ
シ
テ
、
吉
辰
、
吉
日
ナ
ド
云
フ
ニ
同
ジ
ク
、
其
始
ヲ
祝
シ
テ
称
ス
ル
ナ
ラ
ン
」
と
い
う
。
官
奏
と
は
本
来
は
太
政
官
が
天

皇
に
奏
聞
す
る
文
書
形
式
で
、
転
じ
て
奏
聞
す
る
行
為
を
も
い
う
。
そ
の
中
で
も
、
正
月
九
日
に
行
わ
れ
る
外
記
庁
の
政
始
（
ま
つ
り
ご
と
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は
じ
め
（
に
吉
書
と
さ
れ
る
の
は
、
鎰
を
給
わ
り
不
動
倉
を
開
き
て
勘
検
し
た
い
と
諸
国
の
守
が
申
請
し
、
そ
れ
を
承
諾
す
る
文
書
を
い
う
。

和
田
英
松
氏
は
『
建
武
年
中
行
事
注
解
』
の
な
か
で
、
そ
れ
と
は
別
に
年
の
正
月
二
日
ま
た
は
三
日
に
弁
官
・
蔵
人
が
奉
っ
た
文
書
を
奏
覧

す
る
儀
を
年
始
吉
書
奏（

12
（

と
さ
れ
る
。

年
始
吉
書
奏
に
は
①
官
方
吉
書
（
弁
官
に
よ
る
（
②
蔵
人
方
吉
書
各
一
通
が
同
時
に
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
啓
さ
れ
た
。『
古
事
類
苑
』
が

載
せ
る
壬
生
家
文
書
『
建
久
承
元
記
』
の
「
始
覧
吉
書
事　

代
々
例（

13
（

」
に
は
、
後
一
条
院
、
堀
河
院
、
鳥
羽
院
、
近
衛
院
、
高
倉
院
、
後
鳥

羽
院
、
土
御
門
院
（
今
上
（
の
七
代
の
吉
書
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
官
方
吉
書
は
諸
国
年
料
米
の
解
文
で
あ
り
、
近
江
・
加

賀
・
美
作
の
諸
国
で
特
に
近
江
が
多
い
。
一
方
、
蔵
人
方
吉
書
は
平
野
祭
幣
料
が
多
く
、
ま
た
内
蔵
寮
臨
時
公
用
に
つ
い
て
請
奏
が
あ
る
。

一
代
一
度
仏
舎
利
使
発
遣
す
る
時
に
吉
書
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
前
に
『
民
経
記
』
六
月
二
五
日
条
「
定
」
の
行
事
で
み
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
時
の
吉
書
は
加
賀
国
に
宛
て
た
蔵
人
所
牒
で
あ
っ
た
。

吉
書
々
様
如
此

　
　

藏
人
所
牒
、　
　

加
賀
國
衙

　
　
　

應
三ニ
早
速
ニ
交
易
シ
進
二│
上
精
好
絹
伍
疋
一ヲ
事
、

　
　
　
　

使

　
　

牒
、
件
絹
為
レ二
充
二ガ
來
ル
八
月　

日
一
代
一
度
佛
舎
利
用
途
料
一ニ
、
所
レ
仰
ル
如
レシ
件
ノ
、
國
宜
二シ
ク
承
知
一、
差
二│シ
副
ヘ
綱
丁

　
　

於
使
者
一ニ
、
早
速
進
上
、
用
途
有
レリ
限
リ
、
更
ニ
勿
二カ
レ
遅
怠
一、
牒
到
バ
准
レ
狀
、
故
ニ
牒
ス
、

　
　
　
　

寛
喜
元
年
六
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

出
納
出
羽
権
介
中
原
朝
臣
判

　
　

別
當　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藏　

人　

散　

位　

源　

朝　

臣
判

　

頭
左
近
衛
権
中
将
撿
相
模
介
藤
原
朝
臣　
　

治
部
権
少
輔
藤
原
朝
臣
同
、
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治　

部　

卿　

平　

朝　

臣

内
容
は
、
一
代
一
度
仏
舎
利
使
発
遣
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、「
精
好
の
絹
伍
疋
」
を
進
上
す
る
よ
う
に
と
要
請
し
て
い
る
。
関
係
す
る

人
物
は
、
日
下
に
あ
る
出
納
中
原
俊
職
、
蔵
人
散
位
は
源
仲
業
、
治
部
権
少
輔
は
藤
原
経
光
。
奥
上
に
あ
る
蔵
人
頭
左
近
衛
権
中
将
藤
原
実

世
、
蔵
人
頭
治
部
卿
平
親
長
。
当
然
な
が
ら
す
べ
て
仏
舎
利
使
発
遣
の
担
当
者
で
あ
る
。

吉
書
が
整
い
、
六
月
二
七
日
仏
舎
利
用
途
料
を
命
じ
る
諸
国
に
蔵
人
所
牒
が
次
の
よ
う
な
関
白
の
御
教
書
を
添
え
て
遣
わ
さ
れ
た
。　

　

今
日
仏
舎
利
用
途
料
至
要
物
等
被
レ
召
二サ
諸
國
一ニ
、
皆
付
レク
牒
ヲ
、
其
ノ
上
ハ
任
二セ
牒
状
一ニ
可
レシ
令
二ム
進
濟
一ヲ
之
由
所
レ
遣
二ス
御
教
書
一ヲ

 

（『
民
経
記
』
寛
喜
元
年
六
月
二
七
日
条
（

と
共
に
修
理
職
に
も
蔵
人
牒
と
御
教
書
を
送
っ
た
。
櫃
・
塔
を
造
る
部
材
の
木
を
整
え
る
た
め
で
あ
る
。

第
六
節　

壺
・
塔

歴
代
の
記
録
を
見
る
と
、
仏
舎
利
容
器
を
「
壺
」
と
呼
ん
で
い
る
。
容
器
は
二
重
に
な
っ
て
お
り
仏
舎
利
を
入
れ
る
内
容
器
は
銀
製
の

「
壺
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
納
め
る
外
容
器
は
木
製
で
「
塔
」
と
呼
ば
れ
る
。『
貞
信
公
記
』
天
暦
元
年
（
947
（
四
月
一
七
日
の
条
に
「
仏
舎
利

入
銀
塔
之
事
」
と
あ
る
の
が
初
出
で
あ
る
。
舎
利
容
器
が
銀
製
で
あ
っ
た
こ
と
は
村
上
天
皇
・
後
一
条
天
皇
、
鳥
羽
天
皇
・
後
鳥
羽
天
皇
・

後
堀
河
天
皇
の
時
に
も
見
え
、
代
々
踏
襲
さ
れ
て
い
た
。
後
一
条
天
皇
の
時
、『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
（
1
0
1
8
（
一
〇
月
八
日
条
で
は

次
の
様
で
あ
る
。

五
十
七
社
、
銀
壺
納
二メ
佛
舎
利
一
粒
一
籠
二メ
ル
木
塔
内
一ニ
、
銀
壺
保
々
つ
木
（
酸
漿
（
許

『
玉
葉
』
建
久
三
年
（
1
1
9
2
（
三
月
一
〇
日
条
に
こ
う
あ
る
。

各
一
粒
入
二レ
銀
小
筥
一ニ
、
裹
レム
紙
ヲ
、
納
二ム
小
塔
中
一、
四
寸
許
、
以
二テ
朴
木
一ヲ
作
レル
之
ヲ
、
加
二ウ
彩
色
一ヲ
、
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仏
舎
利
を
紙
に
包
み
約
四
寸
の
銀
製
小
箱
に
入
れ
、
木
に
納
め
て
い
る
。
以
上
二
例
か
ら
内
容
器
は
銀
製
で
形
は
酸
漿
（
ほ
お
ず
き
（、
四

寸
（
約
（（
セ
ン
チ
（
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
外
容
器
の
木
塔
は
と
い
え
ば
、
材
料
は
朴
（
ほ
う
（
の
木
で
材
質
は
柔
ら
か
く
工
作

し
易
い
。『
玉
葉
』
の
場
合
、
木
塔
は
彩
色
さ
れ
、
形
は
多
宝
塔
で
あ
っ
た
。『
左
経
記
』、
寛
仁
元
年
（
1
0
1
7
（
一
一
月
三
〇
日
条
に

も
「（
入
ヵ
（
舎
利
銀
壺
幷
可
入
壺
厚
朴
木
多
寶
塔
等
」（
舎
利
は
銀
の
壺
な
ら
び
に
厚
き
朴
の
木
の
多
宝
塔
な
ど
に
入
れ
る
（
と
記
さ
れ
て

い
る
。
仏
舎
利
容
器
が
入
れ
子
に
な
っ
て
い
る
の
は
イ
ン
ド
以
来
の
古
い
伝
統
で
あ
っ
た
。（
本
稿
第
一
章
第
一
節
参
照
（

『
左
経
記
』
一
一
月
三
〇
日
条
を
続
け
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
壺
製
作
に
つ
い
て
、
造
り
始
め
の
儀
は
日
時
勘
文
（
第
四
節
（
の
中
で
見

た
よ
う
に
午
か
ら
申
（
正
午
か
ら
午
後
六
時
ま
で
が
多
い
。『
左
経
記
』
で
は
巳
の
時
（
午
前
十
時
頃
（、
行
事
弁
源
経
頼
以
下
関
係
者
が
見

守
る
中
で
塔
一
基
を
造
る
の
が
儀
で
あ
っ
た
壺
造
り
の
場
所
は
『
左
経
記
』
で
は
「
侍
従
厨
家
廰
」
を
作
物
所
と
し
、『
民
経
記
』
で
は
左

近
衛
府
に
設
け
ら
れ
た
行
事
所
を
作
業
所
と
し
て
、
大
内
裏
の
中
に
設
け
ら
れ
た
。

壺
製
作
費
に
つ
い
て
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。『
左
経
記
』
寛
仁
元
年
（
1
0
1
7
（
一
一
月
三
〇
日
の
条
に
、
壺
造
り
の
儀
の
あ
と
参

内
し
、
支
度
文
を
奏
上
し
、
出
納
に
材
料
費
を
報
告
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
銀
壺
材
料
費
と
し
て
出
納
は
銀
五
五
両
と
述
べ
て
い

る
。

奏
二ス
作
物
所
幷
□
殿
等
支
度
文
一ヲ
、
吟
二ズ
出
納
勘
定
一ヲ
、
先
ズ
押
（
料
カ
（
銀
五
十
五
両
従
レテ
所
下
二│シ
給
フ
良
明
一ニ
畢

仏
舎
利
が
奉
納
さ
れ
る
名
社
は
ほ
ぼ
五
五
社
で
あ
る
か
ら
、
一
社
に
つ
き
銀
一
両
が
充
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

壺
の
材
料
と
し
て
の
銀
五
五
両
の
重
さ
は
い
か
ほ
ど
だ
ろ
う
か
。
匁
（
も
ん
め
（
は
金
銀
の
量
目
で
一
匁
は
約
3
・
75
グ
ラ
ム
に
当

り
、
一
両
は
四
匁
三
分
が
標
準
と
さ
れ
約
（6
グ
ラ
ム
と
な
る
。
銀
五
五
両
は
約
880
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
現
在
の
相
場
に
当
て
は
め
て
見
る
と
、

（
グ
ラ
ム
を
50
円
弱
と
し
て
、
880
グ
ラ
ム
は
4
4
0
0
0
円
弱
と
な
る
が
、
こ
れ
は
参
考
程
度
の
数
値
で
あ
る
。

そ
の
他
、
壺
造
り
に
付
随
し
て
必
要
な
物
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
内
藏
寮
請
奏
が
『
民
経
記
』
寛
喜
元
年
六
月
二
七
日
条
に
載
せ
て
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い
る
。
次
の
品
々
を
諸
国
が
貢
進
す
る
年
料
か
ら
出
し
た
い
と
申
請
し
て
い
る
。

綾
参
拾
疋
、　

糸
参
拾
句
、　

白
布
参
拾
段
、　

紅
花
参
拾
斤
、　

苅
安
参
拾
井

最
後
に
あ
る
「
苅
安
」（
か
り
や
す
（
は
黄
色
の
染
料
に
な
る
草
で
あ
る
。

第
七
節　

仏
舎
利
使
受
戒
と
諸
社
片
字

こ
う
し
て
作
ら
れ
た
舎
利
容
器
に
仏
舎
利
一
粒
が
納
め
ら
れ
、
仏
舎
利
使
に
よ
っ
て
諸
国
の
名
社
に
奉
献
さ
れ
る
。

で
は
こ
の
使
と
な
る
仏
舎
利
使
に
は
ど
う
い
っ
た
人
物
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
安
時
代
後
半
、
源
高
明
が
書
い
た
『
西
宮
記
』

で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

僧
綱
已
下
出
沙
弥
、
於
二テ
眞
言
院
一ニ
受
戒
、
僧
綱
威
従
行
レフ
之
ヲ
、
令
レム
持
二タ
佛
舎
利
一ヲ
、
副
二ヘ
官
符
一ヲ
分
二│

遣
ス
宇
佐
一ニ
、
加
二フ
御
装
束
使
、
左

右
衛
門
番
長
一ヺ
、
五
畿
道
諸
社
、

眥
有
定
数
、

（
巻
七　

一
代
一
度
々
者
（

冷
泉
天
皇
の
代
、『
日
本
紀
略
』
安
和
二
年
（
969
（
五
月
二
六
日
条
に

於
二テ
眞
言
院
一
出
家
童
五
十
五
人
（
授
カ
（
沙
彌
戒
。
是
五
十
五
社
令
レム
持
二
佛
舎
利
一ヲ
之
故
也
、

一
条
天
皇
永
延
元
年
（
987
（
九
月
二
五
日
の
受
戒
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。（『
日
本
紀
略
』
同
日
条
（

於
二
眞
言
院
一
童
子
五
十
五
人
剃
髪
シ
令
二ム
受
戒
一、
名
字
付
二ク
諸
社
片
字
一、
來
廿
七
日
可
レシ
被
レル
遣
二ゼ
佛
舎
利
使
一ヲ
之
故
也
、

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、「
名
字
付
諸
社
片
字
」
と
い
う
項
目
で
あ
る
が
後
述
す
る
。

後
一
条
天
皇
の
代
は
『
日
本
紀
略
』
寛
仁
二
年
（
1
0
1
8
（
一
〇
月
八
日
条
に

辨
史
威
儀
師
等
著
二ス
眞
言
院
一ニ
。
童
子
五
十
五
人
剃
頭
令
二ム
受
戒
一ヲ
。
來
十
一
日
為
レメ
遣
二ズ
七
道
諸
国
諸
社
佛
舎
利
一ヲ
也
、

近
衛
天
皇
の
代
は
『
本
朝
世
紀
』
天
養
元
年
（
1
1
4
4
（
一
〇
月
三
日
条
に
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今
日
。
一
代
一
度
佛
舎
利
使
。
沙
弥
五
十
五
人
於
眞
言
院
受
戒
。（
二
三
日
に
発
遣
（

鳥
羽
天
皇
の
場
合
。『
殿
暦
』
天
永
三
年
（
1
1
1
2
（
六
月
一
六
日
の
条

今
日
被
レル
奉
二
舎
利
於
諸
社
一ヲ
便
（
使
カ
（
僧
於
二テ
眞
言
院
一
受
戒
事
（
一
七
日
に
発
遣
（

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
言
え
る
こ
と
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
受
戒
は
発
遣
日
ま
で
に
あ
ま
り
日
数
を
置
か
ず
に
行
わ
れ
た
。
一
条
天
皇
の
場
合
発
遣
日
の
二
日
前
、
後
一
条
天
皇
は
三
日
前
、
鳥
羽

天
皇
は
前
日
、
近
衛
天
皇
は
二
〇
日
前
。

②
受
戒
者
の
人
数
は
各
社
に
各
一
人
の
使
を
遣
わ
す
こ
と
か
ら
発
遣
先
の
名
社
の
数
と
な
る
。
基
本
は
五
〇
か
ら
五
五
社
。
五
七
社
と
い

う
の
も
あ
る
が
、
恐
ら
く
上
下
賀
茂
社
を
二
社
と
し
、
紀
伊
の
日
前
国
懸
社
を
二
社
と
し
て
数
え
た
場
合
と
思
わ
れ
る
。

③
仏
舎
利
使
と
し
て
受
戒
す
る
者
を
い
い
、
男
子
で
も
童
子
・
出
家
童
子
・
童
部
・
若
沙
弥
等
年
齢
が
低
く
、
沙
弥
と
は
一
四
歳
以
下
の

ま
だ
正
式
の
僧
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
な
い
者
を
い
い
、
本
来
は
得
度
し
て
十
戒
は
受
け
た
が
具
足
戒
は
ま
だ
と
い
う
段
階
で
あ
る
。『
小

右
記
』
寛
仁
元
年
（
1
0
1
7
（
一
二
月
一
六
日
条
で
は
「
童
若
沙
弥
」、
二
〇
日
の
条
で
は
「
沙
弥
幷
童
部
」
と
あ
っ
て
、
幼
い
童
と
少

年
僧
で
あ
る
。

④
仏
舎
利
使
に
選
ば
れ
た
者
は
宮
中
の
真
言
院
で
剃
髪
・
受
戒
し
、
法
服
・
度
縁
を
与
え
ら
れ
僧
と
し
て
公
認
さ
れ
る
（『
小
右
記
』
寛

仁
元
年
一
二
月
一
六
日
条
（。
度
縁
は
度
牃
と
も
い
い
、
得
度
・
受
戒
の
証
明
書
で
僧
綱
・
玄
蕃
寮
・
治
部
省
の
官
人
が
署
名
し
、
太
政
官

が
発
給
し
た
。
鳥
羽
天
皇
の
時
、
仏
舎
利
使
の
度
縁
請
印
は
外
記
庁
に
お
い
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
藤
原
忠
実
の
日
記
『
殿
暦
』（
天
永
三
年

（
1
1
1
2
（
六
月
（
一
六
日
条
（
に
記
さ
れ
て
い
る
。

受
戒
は
仏
教
教
団
（
僧
伽
（
の
も
っ
と
も
重
要
な
厳
格
な
儀
式
で
あ
る
。
戒
和
尚
以
下
三
師
七
証
の
一
〇
人
の
僧
が
立
会
い
、
受
戒
者
は

戒
壇
に
上
り
戒
を
受
け
、
僧
と
し
て
新
た
な
人
生
を
歩
む
こ
と
と
な
る
。
ふ
つ
う
十
戒
（
沙
弥
戒
（
で
あ
る
が
、
仏
舎
利
使
の
場
合
は
幼
い
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た
め
五
戒
（
在
家
信
者
の
戒
（
で
あ
っ
た
と
『
小
右
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
『
西
宮
記
』
で
は
「
僧
綱
威
従
」
が
行
う
と
す
る
。

「
威
従
」
は
僧
綱
に
次
ぐ
僧
官
で
威
儀
師
・
従
威
師
を
い
う
。
ま
た
、
寛
仁
二
年
、
後
一
条
天
皇
の
時
、
受
戒
の
場
に
い
た
の
は
「
辨
史
威

儀
師
等
」
で
あ
り
、
俗
官
で
は
あ
る
が
行
事
弁
・
行
事
史
が
立
ち
会
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
戒
師
に
つ
い
て
は
、
東
大
寺
の
戒
和

尚
朝
能
が
辞
退
し
、「
下
﨟
と
い
え
ど
も
」（
僧
位
は
下
が
る
が
（
興
福
寺
僧
戒
円
を
立
て
た
と
『
殿
暦
』（
同
日
条
（
に
見
え
る
。
こ
の
時

代
に
限
っ
て
は
、
受
戒
と
い
え
ば
や
は
り
東
大
寺
で
あ
っ
た
。

後
一
条
天
皇
の
時
、
仏
舎
利
使
を
選
定
し
た
の
は
、
僧
綱
・
阿
闍
梨
・
内
供
（
内
供
奉
十
禅
師
（
で
あ
っ
た
。
内
供
は
天
皇
の
身
近
に
つ
か

え
る
内
供
奉
十
禅
師
の
こ
と
で
、『
小
右
記
』
の
作
者
藤
原
実
資
の
子
息
良
円
も
内
供
で
あ
っ
た
。
内
供
良
円
は
父
実
資
に
発
遣
に
つ
き
度
々

相
談
・
報
告
し
て
い
る
。
続
い
て
、
受
戒
の
後
に
天
皇
の
御
前
で
度
者
を
各
社
に
分
配
し
た
。
村
上
天
皇
の
時
、
藤
原
師
輔
の
日
記
『
九
暦
』

天
暦
二
年
（
948
（
五
月
五
日
条
に
「
召
二シ
御
前
一ニ
被
レル
定
二メ
諸
社
度
者
分
配
一ヲ
」
と
あ
り
、
鳥
羽
天
皇
の
時
も
『
殿
暦（

14
（

』
に
も
う
か
が
え
る
。

仏
舎
利
使
の
僧
名
に
つ
い
て
は
「
名
字
付
二ク
諸
社
片
字
一
　
ヲ
」
が
行
わ
れ
た
。
一
条
天
皇
、
永
延
元
年
の
受
戒
の
際
に
見
え
る
言
葉
で
あ
る
。

つ
ま
り
派
遣
先
の
名
社
の
名
前
か
ら
一
字
を
取
っ
て
派
遣
す
る
僧
に
名
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
起
源
は
文
徳
天
皇
に
ま
で
遡
る
。『
日

本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
850
（
五
月
九
日
条
（『
日
本
紀
略
』
同
日
条　

同
文
（

是
日
有
レリ
制
。
為
二ニ
諸
名
神
一。
令
レム
度
二
七
十
人
一ヲ
。
各
為
二ニ
名
神
一ガ
。
発
願
誓
念
。
其
ノ
得
度
者
ハ
皆
以
テ
神
字
被
二ル
於
名
首
一

文
徳
天
皇
は
同
年
三
月
に
即
位
し
て
お
り
、
八
月
に
即
位
の
由
奉
幣
が
五
畿
七
道
の
諸
社
に
行
わ
れ
た
そ
の
一
連
の
事
象
で
あ
る
。
と
は
い

え
文
徳
天
皇
以
降
「
諸
社
片
字
」
が
慣
例
で
あ
っ
た
か
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
一
代
一
度
仏
舎
利
使
に
関
し
て
い
え
ば
、
高
倉
天
皇
承

安
二
年
（
1
1
7
2
（
の
発
遣
に
際
し
実
施
さ
れ
た
事
が
分
か
る
史
料
が
あ
る
。
厳
島
神
社
に
今
も
現
存
す
る
太
政
官
符
で
あ
る
。

太
政
官
符
ス
安
藝
國
司

　

僧
都
楽　
　

遣
二ス
伊
都
岐
嶋
社
一ニ
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令
レム
齎
三サ
佛
舎
利
壹
粒
ヲ　

入
二
銀
壺
壹
口
一ニ

右
、
正
二
位
行
権
大
納
言
兼
中
宮
大
夫
藤
原
朝
臣
隆
季
宣
ス
、
奉
レル
ニ
勅
ヲ
、
差
二シ
件
僧
一ヲ
發
二│

向
ス
彼
社
一ニ
、
須
下シ
下
二│

知
シ
テ
牧
宰
一ニ
、
宛
二テ
食

参
具
馬
壹
疋
一ヲ
、
令
レム
得
二
往
還
一ス
ル
ヲ
、
路
次
之
國
亦
宜
シシ
ク
准
レズ
此
ニ
、
但
シ
所
レノ
放
返
抄
、
國
卽
押
レシ
署
ヲ
加
レヘ
テ
印
ヲ
言
上
セ
ヨ
者
、
國
宜
シ
ク　

承
知
一、
依
レリ
テ
宣
ニ
行一レ
之
ヲ
、
符
到
ラ
バ
奉
行
セ
ヨ
、

左
少
辨
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
（
花
押
（ 

正
六
位
上
行
左
少
史
三
善
朝
臣
（
花
押
（

　
　
　

承
安
二
年
二
月
廿
八
日　
　
　

○
内
印
三
顆
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（『
平
安
遺
文
』
七　

三
五
九
四　

厳
島
神
社
文
書
（

こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
佐
藤
進
一
氏
が
著
『
古
文
書
学
入
門
』（
法
政
大
学
出
版
会　

1
9
7
1
年
刊　

64
～
65
頁
（
で
紹
介
・
解
読
さ

れ
て
い
る
。
佐
藤
氏
に
よ
る
と
「
天
皇
御
璽
」（
内
印
（
と
印
文
し
た
正
方
形
の
朱
印
が
三
か
所
に
捺
印
さ
れ
て
お
り
、
諸
国
に
下
す
太
政

官
符
は
こ
の
内
印
を
捺
し
、
文
書
の
確
実
性
を
証
明
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
文
書
は
一
代
一
度
仏
舎
利
使
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
第
四
節
日
の
時
勘
文
で
見
た
よ
う
に
高
倉
天
皇
承
安
二
年
二
月
二
三
日
に
仏

舎
利
使
が
発
遣
さ
れ
て
い
る
。
太
政
官
符
の
日
付
は
二
月
二
八
日
、
宛
て
所
は
安
芸
国
司
。
内
容
は
佐
藤
氏
の
読
解
を
以
て
替
え
る
。「
結

局
、
こ
の
文
書
は
僧
都
楽
を
使
い
と
し
て
仏
舎
利
一
粒
を
厳
島
神
社
に
奉
納
さ
せ
る
に
つ
い
て
、
安
芸
国
お
よ
び
沿
道
の
国
々
に
食
糧
馬
一

匹
の
用
意
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。」
一
代
一
度
仏
舎
利
使
は
馬
を
使
い
、
そ
の
経
路
に
当
る
関
係
諸
国
が
往
還
の
道
中
の
食
料
と
馬
を
調

達
し
た
。
ま
た
そ
の
警
固
は
『
西
宮
記
』（
巻
七　

一
代
一
度
々
者
（
に
は
「
左
右
衛
門
番
長
」（
衛
門
府
の
下
級
官
人
（
が
行
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。

署
名
か
ら
担
当
者
を
探
る
と
、「
宣
」
を
行
っ
た
の
は
『
公
卿
補
任
』
か
ら
藤
原
隆
季
（
上
卿
（。
左
少
弁
藤
原
朝
臣
は
『
蔵
人
補
任
』
と

『
民
経
記
』
か
ら
兼
光
（
行
事
弁
（。
兼
光
は
『
民
経
記
』
の
作
者
藤
原
経
光
の
祖
父
に
あ
た
る
。
左
少
史
三
善
朝
臣
は
『
官
史
補
任
』
か
ら

レ

シ
二
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忠
康
（
行
事
史
（
と
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
年
平
清
盛
の
女
徳
子
が
立
后
し
、
藤
原
隆
季
は
中
宮
大
夫
に
な
っ
た
ば
か
り
で
平
清

盛
の
思
い
入
れ
を
感
じ
さ
せ
る
人
選
で
あ
る
。

さ
て
僧
「
都
楽
」
の
名
は
伊
都
岐
嶋
社
の
「
都
」
を
織
り
込
ん
で
い
る
の
で
ま
さ
に
「
諸
社
片
字
」
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
た
だ
文
徳

天
皇
以
来
の
慣
例
で
あ
っ
た
か
、
文
徳
天
皇
・
一
条
天
皇
の
事
績
を
知
っ
た
平
清
盛
が
こ
の
時
だ
け
旧
例
を
復
活
さ
せ
た
の
か
何
と
も
い
え

な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
代
一
度
仏
舎
利
使
の
文
書
が
原
本
の
ま
ま
八
百
年
以
上
の
時
を
経
て
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
奇
跡
と
し
か

い
い
よ
う
が
な
い
。

第
八
節　
　
　

発
遣
当
日
の
叡
覧

一
代
一
度
仏
舎
利
使
発
遣
の
当
日
、
天
皇
が
仏
舎
利
と
御
神
宝
を
御
覧
に
な
る
と
い
う
儀
が
あ
っ
た
。

①
藤
原
忠
実
の
日
記　
『
殿
暦
』　

天
永
三
年
（
1
1
1
2
（
六
月
一
七
日
条
（
鳥
羽
天
皇
（

②
藤
原
兼
実
の
日
記　
『
玉
葉
』　

建
久
三
年
（
1
1
9
2
（
三
月
一
〇
日
条
（
後
鳥
羽
天
皇
（

③
藤
原
道
家
の
日
記　
『
玉
蘂
』　

寛
喜
元
年
（
1
2
2
9
（
八
月
八
日
条
（
後
堀
河
天
皇
（

こ
の
三
史
料
に
共
通
す
る
事
項
は
①
発
遣
当
日
に
天
皇
の
直
々
の
御
覧
が
あ
る
。
②
天
皇
は
引ひ
き

直の
う
し衣
（
下さ
げ
の
う
し

直
衣
（
と
い
う
天
皇
独
特
の

直
衣
を
着
す
。
但
し
直
衣
は
基
本
的
に
は
私
服
と
い
え
る
。
③
天
皇
は
沐
浴
し
身
を
清
め
て
御
覧
に
臨
む
。
④
御
覧
の
場
所
は
清
涼
殿

で
あ
る
。
⑤
宇
佐
・
石
清
水
八
幡
に
は
仏
舎
利
の
他
、
御
神
宝
も
献
じ
る
。
⑥
仏
舎
利
・
御
神
宝
は
櫃
か
ら
出
し
並
べ
、
天
皇
は
仏
舎

利
を
直
接
手
に
取
っ
て
叡
覧
さ
れ
る
。
⑦
上
卿
は
来
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
関
白
は
臨
席
し
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
宇
佐
・
石
清
水
だ
け
の
特
別
な
御
神
宝
で
あ
る
。

『
殿
暦
』　

御
装
束　
宇
佐　
八
幡
、
各
一
具
也
、
三
衣
筥
・
蔑
（
襪
カ
（
筥
・
御
念
珠
筥
也
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御
念
珠
水
精
也
、
以
二テ
白
一
糸
連
レヌ
之
ヺ
、
塔
五
十

『
玉
葉
』　

被
獻
佛
舎
利
所
、
緫
五
十
ケ
社
也
、

　
　
　
　
　

宇
佐
、
八
幡
、

　
　
　
　
　
　

 
已
上
、
各
被
レル
加
二ヘ
御
装
束
一
具
一ヲ
、
共
二
法
服
一
也
、
御
念
珠
水
精
一
連
、
入
二ル
圓
筥
一ニ
、
御
襪
筥
四
方
筥
也
居
筥
、
各
置
二ク
朱

漆
辛
櫃
蓋
一ニ
、

　
　
　
　
　

賀
茂
已
下
、
舎
利
許
也

『
玉
蘂
』　

並

│二ベ
置
ク
宇
佐
八
幡
二
所
、
法
服
一
具
三
衣
筥
念
誦
筥
等
一、

こ
の
場
合
の
御
神
宝
と
は
法
服
、
襪
（
べ
つ
（、
水
精
の
念
珠
で
、
仏
舎
利
塔
と
共
に
朱
漆
の
辛
櫃
に
納
め
る
。
法
服
は
僧
侶
の
衣
（
三
衣
（、

襪
（
べ
つ
（
は
足
袋
を
い
う
。
御
神
宝
と
い
っ
て
も
僧
衣
に
関
わ
る
も
の
ば
か
り
で
数
も
多
く
な
い
。
一
方
、
大
神
宝
使
の
場
合
、『
西
宮

記
』
に
よ
る
と
「
紫
盖
、
鉾
弓
・
箭
（
や
（・
小
鏡
・
幣
帛
」
を
諸
社
に
奉
じ
、
伊
勢
・
宇
佐
・
石
清
水
・
賀
茂
・
日
前
國
懸
に
は
錦
紫
・

餝
剱
・
尺
綬
・
玉
佩
・
金
銀
幣
奉
献
し
た
。
御
神
宝
は
そ
の
数
も
多
く
豪
華
で
あ
る
。

　

宇
佐
・
石
清
水
へ
の
仏
舎
利
使
奉
献
に
法
服
を
副
え
る
こ
と
は
、
す
で
に
村
上
天
皇
の
時
に
あ
り
、『
西
宮
記
』
も
触
れ
て
い
る
。『
玉

葉
』
で
は
「
承
暦
以
後
如
レ
此
」
と
記
し
、『
玉
蘂
』
で
も
「
承
暦
以
後
多
獻
レズ
之
ヺ
」
と
あ
り
、
代
々
の
慣
習
が
白
河
天
皇
仏
舎
利
使
発
遣

の
承
暦
元
年
（
1
0
7
7
（
頃
か
ら
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
叡
覧
の
場
所
は
、
天
皇
の
日
常
の
住
ま
い
で
あ
る
清
涼
殿
で
あ
る
。『
玉
葉
』
で
は
日
中
の
天
皇
の
御
座
で
あ
る
晝
御
座
の
近
く
に

神
宝
・
塔
を
並
べ
、『
玉
蘂
』
で
は
「
石
灰
の
壇
」
で
あ
っ
た
。
石
灰
の
壇
は
宇
多
天
皇
の
こ
ろ
か
ら
清
涼
殿
内
に
設
け
ら
れ
た
部
分

で
、
一
面
に
石
灰
を
敷
き
詰
め
、
隅
に
塵
壺
を
造
り
、
臨
時
に
煮
炊
き
も
し
た
よ
う
で
あ
る
。
天
皇
が
伊
勢
と
賢
所
（
内
侍
所
（
の
神
鏡
の

方
向
に
向
か
っ
て
毎
朝
御
拝
を
さ
れ
る
場
所
で
も
あ
る
。
大
神
宝
使
発
遣
の
際
も
神
宝
叡
覧
が
あ
り
、
場
所
は
石
灰
の
壇
で
あ
っ
た
。
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第
九
節　

仏
舎
利
使
発
遣
の
費
用

一
代
一
度
仏
舎
利
使
発
遣
の
費
用
は
い
く
ら
で
あ
ろ
う
か
。
唯
一
、『
民
経
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
喜
元
年
五
月
二
四
日
条
「
期
日

當
時
雖
遥
、
用
途
莫
大
也
、
且
承
久
八
万
宜
五
千
疋
云
々
、」

順
徳
天
皇
承
久
三
年
（
1
2
2
1
（
発
遣
の
時
は
八
万
五
千
疋
、
莫
大
な
費
用
で
あ
っ
た
。『
民
経
記
』
六
月
一
九
日
条
に
仏
舎
利
用
途

帳
と
い
う
会
計
帳
簿
か
ら
勘
定
す
る
と
、
五
万
九
千
疋
に
な
り
、
更
に
精
査
し
て
五
万
疋
に
落
ち
着
い
た
と
あ
る
。「
疋
」
は
布
を
数
え
る

単
位
で
貨
幣
が
流
通
す
る
以
前
、
米
と
共
に
准
布
が
実
物
貨
幣
と
し
て
物
価
の
指
数
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
日
本
は
民
間
の
日
宋
貿
易
が

盛
ん
に
な
る
一
一
世
紀
初
頃
か
ら
大
量
の
宋
銭
が
日
本
に
流
入
し
貨
幣
経
済
が
進
ん
で
い
っ
た（

15
（

。
但
し
朝
廷
は
こ
の
傾
向
を
好
ま
な
か
っ
た
。

銭
は
外
国
（
宋
（
の
も
の
で
あ
る
し
、
国
家
財
政
は
律
令
以
来
米
建
て
で
あ
っ
た
か
ら
米
の
購
買
力
が
低
下
す
る
の
を
恐
れ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
度
々
銭
の
使
用
を
禁
止
し
た
。
滝
沢
武
雄
氏（

16
（

に
よ
る
と
、
寛
喜
元
年
（
1
1
2
9
（
後
堀
河
天
皇
の
親
政
時
に
は
貨

幣
流
通
の
現
状
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
滝
沢
氏
は
一
二
世
紀
末
か
ら
一
三
世
紀
初
期
ま
で
の
売
券
文
書
の
検
討
か
ら
、
畿

内
で
は
一
二
一
五
年
頃
か
ら
、
全
国
的
に
は
一
二
二
五
年
以
降
が
代
物
に
銭
貨
を
使
用
す
る
画
期
と
結
論
さ
れ
た
。
疋
が
銭
貨
の
単
位
と
し

て
使
用
さ
れ
た
初
例
は
『
明
月
記
』
安
貞
元
年
（
1
2
2
7
（
閏
三
月
二
二
日
条
の
註
に
「
五
万
疋
、
鵞
眼
五
百
貫
文
」
と
あ
り
こ
れ
を
基

本
と
し
て
貨
幣
を
計
算
す
る
こ
と
が
出
来
る
。「
鵞
眼
」
は
銭
の
こ
と
で
あ
る
。
建
久
四
年
（
1
1
9
3
（
一
二
月
二
九
日
、
後
鳥
羽
天
皇

の
宣
旨（

17
（

に
「
一
貫
文
に
つ
き
米
一
斛
」
と
あ
る
の
も
対
価
の
基
本
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
は
滝
沢
氏
の
説
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
「
五

万
疋
」
は
准
布
か
銭
か
、
判
断
で
き
な
い
が
、
世
の
趨
勢
に
従
っ
て
銭
と
し
て
計
算
を
試
み
る
。

　

5
0
0
0
0
疋
÷
500
貫
＝
100
疋　
　
（『
明
月
記
』
よ
り
（

従
っ
て
、
一
貫
＝
100
疋　
　

一
貫
＝
銭
1
0
0
0
文
＝
100
疋　
　

（0
文
＝
（
疋

建
久
四
年
の
宣
旨
か
ら　

一
貫
＝
米
一
石
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現
代
の
米
相
場　
　

一
石
＝
約
1
0
0
0
0
0
円
（
一
〇
万
円
と
し
て
（

五
万
疋
は　
　

5
0
0
0
0
疋
＝
500
貫
＝
500
石
＝
5
0
0
0
万
円

以
上
、
発
遣
費
用
は
約
五
千
万
円
と
な
り
朝
廷
の
経
費
で
全
額
ま
か
な
え
ず
、
武
士
の
成
功
に
頼
っ
た
。

第
十
節　

仏
舎
利
使
の
起
源
と
発
遣
先
の
名
社

以
上
見
て
き
た
様
に
一
代
一
度
仏
舎
利
使
は
天
皇
の
即
位
に
際
し
、
国
家
を
挙
げ
て
仏
舎
利
を
全
国
の
名
社
に
奉
納
す
る
儀
礼
で
あ
る
。

仏
舎
利
奉
献
が
単
独
に
行
わ
れ
た
の
は
、
村
上
天
皇
の
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
本
稿
第
二
章
第
一
節
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
前
段
階
が
宇

多
・
醍
醐
朝
に
見
受
け
ら
れ
る
。

十
七
日
、
入
夜
中
使
俊
（
源
（
朝
臣
來
リ
テ
云
フ
、
一
代
所
レ
奉
二
神
寶
一コ
、
寛
平
（
仁
和
四
年
十
一
月
八
日
（・
延
喜
（
昌
泰
元
年
八
月
二
十
三
日
（

例
有
可
三
進
二メ
度
者
一
人
一
・
佛
舎
利
入
二ル
銀
塔
一ニ
之
事
、
而
承
平
（
二
年
九
月
二
十
二
日
（
無
二シ
此
事
一
何
云
々
、
是
レ
宣
命
案
ヲ
所
レ
見
ル
也
、 

 

（『
貞
信
公
記
』
天
暦
元
年
四
月
一
七
日
条
（

『
貞
信
公
記
』
は
藤
原
忠
平
の
日
記
で
あ
る
。
大
日
本
古
記
録
の
編
者
は
「
一
代
奉
神
宝
寶
」
が
あ
っ
た
日
を
恐
ら
く
『
日
本
紀
略
』
か

ら
割
り
出
し
、「
寛
平
」
は
宇
多
天
皇
仁
和
四
年
（
888
（
一
一
月
八
日
条
に
「
発
遣
大
神
寶
使
」
と
い
う
記
事
に
、「
延
喜
」
は
醍
醐
天
皇
の

昌
泰
元
年
（
898
（
八
月
二
三
日
条
に
当
て
註
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。『
日
本
紀
略
』
昌
泰
元
年
八
月
二
三
日
の
記
事
と
は
次
で
あ
る
。

発
二│

遣
シ
使
者
ヲ
於
伊
勢
大
神
宮
幷
五
畿
七
道
諸
名
神
一ニ
奉
二ル
神
財
一ヲ
。
又
豊
前
國
宇
佐
宮
同
ジ
ク
奉
二ル
神
財
一ヲ

『
日
本
紀
略
』
で
は
大
神
宝
使
と
解
釈
し
仏
舎
利
奉
献
に
は
触
れ
な
い
。『
西
宮
記
』
巻
七
（
臨
時
御
願
（
を
見
る
と
、
醍
醐
天
皇
の
時
代
、

延
喜
一
六
年
（
916
（
に
石
清
水
・
賀
茂
・
松
尾
・
平
野
・
稲
荷
・
春
日
へ
神
宝
佛
舎
利
使
が
「
例
の
如
く
」
遣
わ
さ
れ
た
と
記
す
。
ま
た
延

長
三
年
（
925
（
九
月
一
三
日
に
「
奉
幣
諸
社
、
加
佛
舎
利
、」
と
臨
時
に
度
々
仏
舎
利
奉
納
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
事
例
か
ら
、
仏
舎
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利
奉
献
と
大
神
宝
奉
献
は
ま
だ
未
分
化
と
い
え
よ
う
。
甲
田
利
雄
氏
は
「
寛
平
・
延
喜
の
頃
か
ら
、
一
代
一
度
の
大
神
宝
の
儀
が
定
ま
る
に

連
れ
て
一
代
一
度
の
度
者
佛
舎
利
奉
献
の
儀
も
流
例
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」（
前
掲
書
98
頁
（
と
す
る
。

一
代
一
度
大
神
宝
使
に
つ
い
て
は
貞
観
元
年
（
859
（
成
立
説
が
通
説
で
あ
る
。
橋
口
長
一
氏（

18
（

は
即
位
に
際
し
て
は
宇
佐
宮
に
必
ず
幣
帛
・

神
宝
を
奉
納
し
て
お
り
此
の
恒
例
神
宝
奉
納
が
淵
源
で
あ
る
、
と
し
、
貞
観
元
年
、
即
位
の
由
を
告
げ
る
宇
佐
使
の
派
遣
を
根
拠
と
し
て
お

ら
れ
る
。
甲
田
氏
は
こ
の
時
代
ま
だ
制
度
化
さ
ず
と
解
さ
れ
た
。
岡
田
荘
司
氏（

19
（

も
甲
田
説
を
と
り
、
大
神
宝
使
の
始
源
は
仁
和
四
年
の
宇
多

天
皇
の
御
代
と
さ
れ
た
。
ま
た
朱
雀
天
皇
・
村
上
天
皇
の
代
に
「
一
代
一
度
大
神
宝
使
と
し
て
制
度
化
・
確
立
す
る
と
と
も
に
一
代
一
度
仏

舎
利
奉
献
も
定
例
化
し
た
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
う
一
点
問
題
に
な
る
の
は
、
神
社
に
度
者
を
送
る
こ
と
で
あ
る
。
嘉
祥
三
年
文
徳
天

皇
の
時
代
に
神
社
へ
の
度
者
と
一
代
一
度
仏
舎
利
使
は
度
者
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
は
、
神
仏
習
合
の
進
展
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
を
深
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
別
稿
で
論
じ
て
み
た
い
。

最
後
に
一
代
一
度
仏
舎
利
使
の
派
遣
先
の
名
社
は
ど
こ
だ
ろ
う
。
直
接
的
な
史
料
は
な
い
が
、
仏
舎
利
使
が
大
神
宝
使
か
ら
派
生
し
た
も

の
で
あ
る
な
ら
両
者
の
派
遣
先
名
社
は
重
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
神
宝
使
の
場
合
、『
左
経
記
』
に
寛
仁
元
年
九
月
二
〇
日
と
一

〇
月
二
日
条
に
詳
細
な
記
録
が
あ
る
。『
江
家
次
第
』
や
『
兵
範
記
』
も
加
え
て
岡
田
氏（

20
（

は
詳
し
く
考
察
さ
れ
た
。
粗
々
趣
旨
を
ま
と
め
る

と
次
の
様
に
な
る
。
関
係
諸
国
は
三
二
国
。
宣
命
五
三
通
（
名
神
の
数
。
一
社
に
二
通
の
場
合
も
あ
る
（。
宇
佐
及
び
宮
中
・
京
畿
七
社
、

畿
内
三
国
（
大
和
・
河
内
・
摂
津
（
東
海
道
六
社
、
東
山
道
七
社
、
北
陸
道
四
社
・
山
陰
道
二
社
・
山
陽
道
四
社
・
南
海
道
三
社
・
西
海
道

四
社
。
京
畿
・
畿
内
三
国
は
特
に
朝
廷
が
篤
く
信
奉
し
た
「
二
十
二
社
」
が
多
く
、
七
道
は
後
世
の
一
宮
が
多
く
占
め
る
。
仏
舎
利
使
の
発

遣
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
大
き
な
相
違
は
伊
勢
に
は
仏
舎
利
使
発
遣
の
例
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
は
平
安
初
期
の
様
相

で
あ
り
、『
民
経
記
』
に
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
承
久
の
変
後
は
鎌
倉
期
は
武
士
の
成
功
を
当
て
に
す
る
様
に
な
り
奉
納
社
数
も
次
第
に
減

少
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

一
代
一
度
仏
舎
利
使
は
一
代
一
度
大
神
宝
奉
献
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
九
世
紀
後
半
宇
多
朝
に
萌
芽
が
あ
り
、
村
上
天

皇
の
頃
定
着
・
制
度
化
し
た
。
以
降
三
六
七
年
間
、
三
一
代
に
渡
り
連
綿
と
維
持
さ
れ
て
き
た
国
家
行
事
と
し
て
運
営
さ
れ
た
。
即
位
儀
礼

と
し
て
は
、
践
祚
を
第
一
と
し
、
大
嘗
会
、
八
十
島
祭
は
必
須
の
儀
礼
で
あ
る
。
そ
こ
へ
一
代
一
度
大
神
宝
奉
献
が
加
わ
る
。
一
代
一
度
仏

舎
利
使
は
必
ず
一
代
一
度
大
神
宝
使
発
遣
の
後
に
実
施
さ
れ
て
い
て
最
も
重
要
な
儀
礼
と
は
言
い
に
く
い
。
そ
の
性
格
は
神
事
か
仏
事
か
と

い
う
疑
問
が
あ
る
が
、『
玉
蘂
』
で
は
発
遣
前
の
叡
覧
は
天
皇
が
清
涼
殿
で
毎
朝
御
拝
の
神
事
の
場
で
あ
る
石
灰
の
壇（

21
（

で
行
わ
れ
た
と
あ

る
。
一
代
一
度
大
神
宝
も
石
灰
の
壇
で
叡
覧
が
あ
っ
た
。『
殿
暦
』
の
作
者
藤
原
忠
実（

22
（

は
仏
舎
利
使
受
戒
の
儀
式
に
つ
い
て
は
「
神
事
に
非

ず
」
と
し
仏
事
と
捉
え
て
い
た
。
神
仏
習
合
が
浸
透
し
て
い
く
世
相
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に
そ
の
場
そ
の
場
で
、
解
釈
が
違
う
。
神
事
と

仏
事
は
完
全
に
同
体
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
一
代
一
度
大
神
宝
使
は
皇
親
や
殿
上
人
が
な
る
。
し
か
し
一
代
一
度
仏
舎
利
使
は
新
沙
弥
（
出
家
童
や
少
年
僧
（
で
あ
る
。
小
山
聡

子
氏（

23
（

は
、
説
話
集
や
来
迎
図
に
童
子
が
登
場
す
る
点
に
注
目
し
、
信
仰
上
の
童
子
は
穢
れ
を
嫌
わ
ず
臨
終
近
い
人
を
浄
土
へ
導
き
、
ま
た
俗

界
の
童
子
も
ひ
と
で
は
な
く
、
人
間
の
秩
序
を
超
越
し
た
も
の
と
し
て
穢
れ
に
伝
染
す
る
こ
と
は
な
く
、
穢
れ
を
浄
め
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
と
述
べ
ら
れ
る
。
仏
舎
利
使
は
出
家
童
・
少
年
僧
で
あ
っ
た
と
い
う
一
因
は
こ
う
い
っ
た
児
童
信
仰
に
由
来
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
小
坂
・
ル
パ
ー
ト
氏
は
そ
の
論
考
の
中
で
舎
利
の
多
面
性
や
各
時
代
の
流
布
の
よ
う
す
を
綿
密
に
考
察
さ
れ
た
。
さ
ら
に

キ
リ
ス
ト
教
の
聖
遺
物
中
で
も
聖
人
の
遺
骨
は
、
仏
舎
利
の
よ
う
に
霊
験
が
あ
り
、
贈
与
に
よ
る
権
力
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は

仏
舎
利
と
極
め
て
似
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
同
様
に
一
代
一
度
仏
舎
利
奉
献
に
つ
い
て
は
、
仏
舎
利
は
「
皇
室
の
釈
迦
・
仏
教
宝
物
」
一
種

の
神
器
を
与
え
政
治
的
権
力
関
係
を
結
ぶ
こ
と
と
ル
パ
ー
ト
氏
は
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
説
に
つ
い
て
は
す
で
に
田
中
貴
子
氏
が
主
張
さ
れ
て

即位儀礼に見える仏舎利信仰8（



い
る
。（
前
掲
書
（
仏
舎
利
は
神
器
と
同
格
で
あ
ろ
う
か
。
仏
舎
利
は
神
器
に
比
べ
あ
ま
り
に
も
世
間
に
知
ら
れ
た
一
般
的
な
も
の
で
、「
皇

室
由
来
の
」
と
い
う
付
加
価
値
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。
仏
舎
利
を
神
社
に
も
た
ら
す
こ
と
は
、
神
が
仏
舎
利
の
霊
力
の
恩
恵
に
浴
す
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
神
の
喜
び
で
あ
り
、
再
生
で
あ
り
、
新
し
い
天
皇
の
長
寿
・
聖
体
安
穏
・
国
家
安
泰
に
全
国
の
神
々
が
力
を
添
え
る
と
信
じ

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
背
景
に
は
後
七
日
御
修
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
宮
中
に
も
篤
い
仏
舎
利
信
仰
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

一
代
一
度
仏
舎
利
奉
献
は
後
深
草
天
皇
が
最
後
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
。
後
三
条
天
皇
の
頃
か
ら
即
位
灌
頂
と
い
う
新
し
い
即
位
形
式
が

模
索
さ
れ
始
め
、
密
教
色
が
入
っ
た
即
位
灌
頂
が
伏
見
天
皇
か
ら
始
ま
っ
た
。
後
深
草
天
皇
が
伏
見
天
皇
の
父
で
あ
っ
た
こ
と
は
大
変
示
唆

深
い
。
こ
の
時
点
で
一
代
一
度
仏
舎
利
奉
献
は
終
焉
を
向
え
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
即
位
灌
頂
が
仏
舎
利
奉
献
に
か
わ
っ
た
の
で
は
な

く
、
発
遣
が
経
済
的
・
人
的
に
も
困
難
と
な
り
、
承
久
の
変
後
は
鎌
倉
幕
府
と
武
士
の
力
に
す
が
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
く
状
況
の
中

で
、
そ
の
存
在
意
義
を
失
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

註（
（
（
そ
の
他
、
仏
舎
利
信
仰
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
を
挙
げ
る
。
橋
本
初
子
（『
中
世
東
寺
と
弘
法
大
師
信
仰
』（
思
文
閣　

1
9
9
0
（・
細

川
涼
一
（『
女
の
中
世
―
小
野
小
町
・
巴
・
そ
の
他
』
所
収
「
王
権
と
尼
寺
―
日
本
女
性
と
舎
利
信
仰
」
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル　

1
9
8
9
（・
中
尾
（『
中
世
の
勧
進
僧
と
舎
利
信
仰
』
吉
川
弘
文
館　

2
0
0
1
（・
阿
部
泰
郎
（「
宝
珠
と
王
権
―
中
世
王
権
と
密
教
儀
礼
」

『
岩
波
講
座　

東
洋
思
想
第
一
六
巻
』
所
収　

岩
波
書
店　

1
9
8
9
（・
田
中
貴
子
（「
仏
舎
利
相
承
系
譜
と
女
性
」　

日
本
の
女
性
と
仏
教

会
報
4　

研
究
会
・
日
本
の
女
性
と
仏
教

8（



　
　

1
9
8
7
（

（
（
（『
法
苑
珠
林
』
は
唐
の
高
宗
総
章
元
年
（
698
（、
西
明
寺
の
道
世
の
著
作
。
百
巻
。
仏
教
に
関
わ
る
用
語
・
人
物
・
思
・
経
典
・
霊
験
譚
等

を
幅
広
く
載
せ
る
。
仏
舎
利
信
仰
は
特
に
巻
三
八
。
四
〇
に
詳
し
い
。（『
大
正
』
53
（　

道
世
は
玄
奘
の
弟
と
い
わ
れ
る
。

（
3
（
塚
本
善
隆
『
中
国
仏
教
通
史　

巻
一
』
鈴
木
学
術
財
団　

昭
和
四
三　

参
照

（
4
（
河
田
貞
『
日
本
の
美
術
9
』
280
「
仏
舎
利
と
経
の
荘
厳
」　

至
文
堂　

1
9
8
9

（
5
（
頼
富
本
宏
『
図
説
中
国
文
化
百
華　

巻
8
』「
波
濤
を
超
え
て
決
死
の
渡
海　

日
中
を
結
ん
だ
仏
教
僧
」
農
村
漁
村
文
化
協
会　

2
0
0
9

参
照
。
空
海
に
つ
い
て
は
『
御
請
来
目
録
』（『
大
正
』
55
・
一
〇
六
四
（
に
所
収
。
円
行
は
「
霊
厳
寺
和
尚
請
来
目
録
」（
大
正
55
・

1
0
7
1
（
に
、
円
仁
は
「
日
本
国
承
和
五
年
入
唐
求
法
目
録
（
大
正
55
・
1
0
7
6
（
に
所
収

（
6
（『
旧
唐
書
』
韓
愈
伝

（
7
（
図
録
『
仏
舎
利
と
宝
珠
―
釈
迦
を
慕
う
心
―
』　

奈
良
国
立
博
物
館　

2
0
0
1

（
8
（
甲
田
利
雄　
『
平
安
朝
臨
時
公
事
略
解
』　

続
群
書
類
従
研
究
会　

昭
和
五
六

（
9
（
九
条
兼
実
の
建
久
新
制
と
九
条
道
家
の
寛
喜
三
年
新
制
と
そ
の
時
代
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
①
上
横
手
雅
敬
「
鎌
倉
幕
府
と
公
家
政
権
」

『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
5　

中
世
（
』
岩
波
書
店　

1
9
7
5　

②
五
味
文
彦
「
鎌
倉
と
京
」『
大
系
日
本
の
歴
史
5
』　

小
学
館　

1
9
9
2

　

③
上
横
手
雅
敬
／
元
木
泰
雄
／
勝
山
清
次
『
日
本
の
中
世
8　

院
政
と
平
氏
、
鎌
倉
政
権
』　

中
央
公
論
新
社　

2
0
0
2

（
（0
（
仏
舎
利
奉
献
事
業
の
担
当
者
に
つ
い
て
は
次
の
史
料
か
ら
ま
と
め
た
。
公
卿
補
任
、
弁
官
補
任
、
蔵
人
補
任
、
職
事
補
任
、
日
本
紀
略
、

本
朝
世
紀
、
百
錬
抄
、
小
右
記
、
水
左
記
、
九
暦
、
殿
暦
、
民
経
記
、
な
ど
で
あ
る
。

（
（（
（『
古
事
類
苑
』
政
治
部　

一　

上
編　

政
治
総
載
」
上

（
（（
（『
建
武
年
中
行
事
註
解
』
和
田
英
松
・
所
功
校
訂　

講
談
社
学
術
文
庫　

1
9
8
9
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（
（3
（『
古
事
類
苑
』　

政
治
部　

二　

上
編　

政
治
総
載　

上

（
（4
（『
殿
暦
』
天
永
三
年
（
1
1
1
2
（
六
月
一
六
日
条
に 

　
　

上
卿
皇
后
宮
権
大
夫
源
顕
通
、
於
外
記
廰
有
度
縁
請
印
、
右
大
辨
長
忠
藤
原
、
参
入
行
之

（
（5
（
貨
幣
経
済
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
①
網
野
義
彦
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
9　

中
世
3
』「
貨
幣
と
資
本
」　

岩
波
書
店　

1
9
9
4
。
②

小
泉
宜
右
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
6　

中
世
（
』「
内
乱
期
の
社
会
変
動
」　

岩
波
書
店　

1
9
7
5　

滝
沢
武
雄
「
鎌
倉
時
代
前
期
の
貨
幣
」

（『
荘
園
制
と
武
家
社
会
』
竹
内
理
三
博
士
古
希
記
念
会
編　

吉
川
弘
文
館　

昭
和
五
三
（。
お
よ
び
『
日
本
の
貨
幣
の
歴
史
』
吉
川
弘
文
館　

1
9
9
6
刊

（
（6
（
滝
沢
武
雄
「
鎌
倉
時
代
前
期
の
貨
幣
」（
前
掲
書
253
～
256
頁
（、
お
よ
び
『
日
本
の
貨
幣
の
歴
史
」（
前
掲
書
66
～
80
頁
（

（
（7
（「
後
鳥
羽
天
皇
宣
旨　

法
曹
至
要
抄
中
」『
鎌
倉
遺
文
』　

二
の
七
○
五

（
（8
（ 

橋
口
長
一
「
大
神
宝
使
の
研
究
」『
考
古
学
雑
誌
』
9
の
（0　

大
正
一
一　

604
頁 

同
雑
誌
8
の
（（
・
9
の
4
・
9
の
7
・
9
の
（0
と
大
正
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
連
載
さ
れ
た
。「
大
神
宝
使
」
を
体
系
的
に
研
究
し
た
先

駆
的
な
論
文
で
あ
る
。

（
（9
（
岡
田
荘
司
『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

1
9
9
4　

第
二
編　

第
二
章
「
即
位
奉
幣
と
大
神
宝
使
」
187
頁

（
（0
（
岡
田
荘
司　

前
掲
書　

205
～
213
頁

（
（（
（
石
灰
の
壇
に
つ
い
て
は
、
石
野
浩
司
「
清
涼
殿
「
石
灰
壇
」
の
来
歴
」（『
藝
林
』
56
の
（　

平
成
一
九
（
に
詳
し
い
。

（
（（
（『
殿
暦
』
天
永
三
年
六
月
一
六
日
条

（
（3
（
小
山
聡
子
「
末
法
の
世
に
お
け
る
穢
れ
と
そ
の
克
服
」『
中
世
仏
教
の
展
開
と
そ
の
基
盤
』
今
井
雅
晴
編　

大
蔵
出
版　

2
0
0
2　
　
　

270
～
276
頁
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表　一代一度仏舎利使派遣一覧
番号 西暦 派遣年月日 天皇名・年齢 即位年月日・年

齢
派遣先 舎利使の名称・

備考
備考・出典等

（ 888 仁和 4 年（（・ 8 宇多　（（才 仁和 3 （887）・
8 ・（6　　（（才

神宝・度者・仏
舎利進む

貞信公記抄（天暦元・
4 ・（7）

※ 大神宝使 日本紀略（仁和 4 ・
（（・ 8 ）

（ 898 昌泰元年・ 8 ・
（3

醍醐　（4才 寛平 9 （897）
7 ・ 3 　　（3才

神宝・度者・仏
舎利進む

貞信公記抄（天暦元・
4 ・（7）

※ 伊勢・五畿七
道・宇佐

神財を奉る使者 日本紀略（昌泰 （ ・
（3）

3 948 天暦 （ 年 9 ・（（ 村上　（3才 天慶 9 （946）
9.（（　（（才

55社・宇佐・石
清水

仏舎利を奉る　
　　　　　　

日本紀略（天暦 （ ・
9 ・（（）

穢によって中断 日本紀略（天暦 （ ・
8 ・（（）

4 969 安和 （ 年 5 ・（6 冷泉　（（才　
　　

康保 4 （967）・
5 ・（5　（8才

55社　派遣は未
確認

出家童55人受戒 日本紀略（安和 （ ・
5 ・（6）

5 97（ 天禄 （ 年（0・（8 円融　（3才 安和 （ （969）
8 ・（3　（（才

五畿七道名社55
社

仏舎利を奉る 日本紀略（天禄 （ ・
（0・（8）

6 987 永延元年 9 ・
（7

一条　　 8 才 寛和 （ （986）
6 ・（3　 7 才

京畿七道諸神 仏舎利使 日本紀略（永延元・
9 ・（7）

童子55人受戒 日本紀略（永延元・
9 ・（5）

7 （0（8 寛仁 （ 年（0・（（ 後一条　（（才 長和 5 （（0（6）
（ ・（9　 9 才

京畿・外国之神
社

仏舎利使

57社 小右記（寛仁元～ （ ）
七道諸国神社 日本紀略（寛仁 （ ・

（0・（（）
8 （038 長暦 （ 年 6 ・（5 後朱雀　30才 長元 9 （（036）

4 ・（7　（8才
神社 仏舎利を神社に

奉献
濫觴抄下（諸社舎
利）・扶桑略記

9 （070 延久 （ 年（（・（7 後三条　37才 治暦 4 （（068）
4 ・（9　35才

五畿七道名諸社 仏舎利を奉る 扶桑略記

（0 （077 承暦年間 白河　　（5才 延久 4 （（07（）
（（・ 8 　（0才

玉蘂　寛喜元（（（（9）
8 ・ 8

承保 4 年 6 ・（4 七道諸国諸社 公家、仏舎利を
献ず

水左記　（承保 4 ・
6 ・（4）

（（ 寛治年間 堀河　　（（才 応徳 3 （（086）
（（.（6　 8 才

玉蘂　寛喜元（（（（9）
8.8

（090 寛治 4 年 （ ・（4 民経記　（寛喜元・
6 ・（5）

（（ （（（（ 天永 3 年 6 ・（7 鳥羽　　（0才
　　　　　

嘉承 （ （（（07）
7 ・（9　　 5 才

諸社 仏舎利を奉ず 殿暦・中右記（天永
3 ・ 6 ・（7）

（3 （（44 天養元年（0.（3 近衛　　 6 才 永治元（（（4（）
（（.（7　 3 才

石清水以下57社 一代一度仏舎利
使得度

本朝世紀（天養元・
（0・ 3 ）

宇佐宮に御装束
を調進

一代一度仏舎利
使発遣

本朝世紀（天養元・
（0・（3）

（4 （（7（ 承安 （ 年 （ ・（3 高倉　　（（才 仁安 3 （（（68）
（ ・（9　　 8 才

民経記（　寛喜元・
6 ・（5）

（5 （（9（ 建久 3 年 3 ・（0 後鳥羽　（3才 寿永 （ （（（83）
8 ・（0　　 4 才

五十ヶ社 仏舎利使を諸神
社に発遣

玉葉　（建久 3 　 3 ・
4 と同年 3 ・（0

宇佐八幡に神宝
も調進

一代一度仏舎利
使

百錬抄　（　建久 3 ・
3 ・（0）

（6 （（06 建永元年 9 ・（6 土御門　（（才 建久 9 （（（98）
（ ・（（　 4 才

一代一度仏舎利
使

百錬抄（建永元・ 9 ・
（6）

（7 （（（（ 承久 3 年 3 ・（6 順徳　　（5才 承元 4 （（（（0）
（（・（5　（4才

57社 仏舎利使を57社
に献ず

百錬抄　（　承久 （ ・
3 ・（6）

（8 （（（9 寛喜元年 8 ・ 8 後堀河　（8才 承久 3 （（（（（）
7 ・ 9 　（0才

諸社 仏舎利を諸社に
奉ず

民経記（寛喜元・ 5 ・
（4～ 6 ・（7）

※ 　　　　　　　
代々の例

玉蘂　（　寛喜元・
8 ・ 8 ）

（9 （（53 建長 5 年 8 ・（3 後深草　（（才 寛元 4 （（（46）
（ ・（9　 4 才

一代一度仏舎利
使の日時を定め
る

百錬抄（建長 5 ・ 8 ・
（3）

※ 『貞信公記』によると村上天皇の一代（一度）神宝奉ずるにあたり、寛平（宇多天皇）・延喜（醍醐天皇）の宣命案、
神宝と共に度者一人・仏舎利も奉納したと記す。

　 『日本紀略』に、宇多天皇仁和 4 年（（月 8 日条に「大神宝使発遣」、醍醐天皇昌泰元年 8 月（3日条に「神財」（ 7 月（0
日条には幣・神宝を発遣）とある。

※ 『民経記』には寛喜元年 5 月（4日・ 6 月 3 日・ 5 日・ 6 日・ 8 日・（0日・（7日・（9日・（5日・（7日の条に記事がある。
担当者、費用、受戒、行事所始めなど詳細に記載される。
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